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【表紙】役場庁舎前の桜を楽しむ町のマ
スコット「みらいくん（左）とのぞみ
ちゃん（右）」。春になると役場前の桜が
咲き、花見を楽しむ家族などの姿が見ら
れます。着ぐるみの無料貸し出しも行っ
ています。詳細は町ホームページをご覧
ください。（昨年3月29日撮影）



平 成 26 年 度 施政方針
平成 26年 2月 26 日に行われた第 2回三芳町議会定例会の冒頭において、
林伊佐雄町長が町政の実現に向けた施政方針を表明しました。その内容を抜
粋して掲載します。 問秘書広報室（内線 312～ 314）

魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる町、みよし
みりょく よろこ しあわ
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↑２月26日に行われた議会。冒頭で町長が施
政方針を表明した。

「
自
ら
現
場
に
赴
き
一
人
で
も
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
意

見
を
交
わ
し
、
誠
心
誠
意
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
。
見

え
な
い
も
の
を
観
、
聞
こ
え
な
い
声
を
し
っ
か
り
聞
け
る
町

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。」

住
民
参
加
に
よ
る

住
民
の
た
め
の
未

来
の
三
芳
町
の
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第
５

次
総
合
振
興
計
画
を
住
民
参
加
に
よ
っ
て
進

め
、
未
来
の
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
住
民

力
を
結
集
し
ま
す
。
民
間
企
業
等
で
養
わ
れ

た
専
門
知
識
や
技
術
に
よ
り
複
雑
化
す
る
業

務
に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
経
験
の
あ
る
よ

り
高
い
能
力
を
持
つ
人
材
を
採
用
し
ま
す
。

近
年
は
行
政
区
へ
の
加
入
率
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
行
政
区
へ
の
加
入
促
進
に
向

け
た
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
実
践
に
移
し
ま
す
。

木
の
温
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
木
質
化

を
取
り
入
れ
た
施

設
を
め
ざ
し
た
第
三
保
育
所
の
改
築
工
事
に

取
り
組
み
ま
す
。
産
後
の
育
児
不
安
を
抱
え

る
母
親
が
、
そ
の
不
安
や
悩
み
を
解
消･

軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
に
マ
マ
の
た
め
の
フ
ォ

ロ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
育
児
中
の
母
親

に
対
し
、
新
た
に
乳
が
ん･

子
宮
頸
が
ん
検

診
を
追
加
し
早
期
予
防
に
努
め
ま
す
。
非
婚

母
子
・
父
子
世
帯
に
対
し
、
不
平
等
な
状
況

を
解
消
す
る
た
め
保
育
所
の
保
育
料
算
定
に

お
け
る
「
寡
婦
控
除
の
み
な
し
控
除
」
の
適

用
を
お
こ
な
い
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

（
仮
称
）
障
が
い
者

サ
ポ
ー
タ
ー
育
成

事
業
を
実
施
し
、

様
々
な
場
面
で
障
が
い
者
を
支
援
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
町
の
障
が
い
者

福
祉
施
策
の
基
本
方
針
を
定
め
る
計
画
と
し

て
「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
支
援
で
は
、
町
の

視
覚
障
が
い
者
支
援
の
担
い
手
を
養
成
す
る

『
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』
を
実
施

し
ま
す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
ベ

ル
ン
市
を
モ
デ
ル
に
（
仮
称
）
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
設
置
し
、
高

齢
者
自
身
も
高
齢
者
福
祉
施
策
の
策
定
に
参

加
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
は
、

「
地
域
の
み
ん
な
が

高
齢
者
と
と
も
に

暖
か
い
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
介
護
保
険
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
各
種
健
康
教
室
を

行
い
介
護
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
の
運
動
教
室
「
み

よ
し
い
も
っ
こ
体
操
」
へ
の
支
援
を
行
い
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
引
き
こ
も
り

予
防
、
独
居
高
齢
者
等
の
見
守
り
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を
開
催
し
ま
す
。

開
し
、
未
来
に
生
き
る
児
童
生
徒
の
豊
か
な

知
性
と
感
性
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
「
三
芳
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
考
え
、
町
関
係
者
と
語
り
合
う
「
三

芳
町
小
中
学
生
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を
開
催

し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
町
に
つ
い
て

語
り
合
う
こ
と
で
、
三
芳
町
を
再
発
見
す
る

と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業
、
学
校
応

援
団
推
進
事
業
、み
ど
り
の
学
校
フ
ァ
ー
ム
、

小
・
中
学
校
支
援
員
配
置
事
業
等
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。芸

術
文
化
の
振

興
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
「
芸

術
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
図
書
館
で
は
、「
地

域
の
情
報
拠
点
」
と
し
て
、
地
域
住
民
の
生

活
に
役
に
立
つ
図
書
館
を
め
ざ
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
高
齢

者
向
け
文
化
講
座
の
開
催
、
小
学
生
向
け

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
町
内
小
学
校
の

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
全
員
に
配

布
し
、
読
書
に
親
し
む
子
ど
も
の
育
成
に
役

立
て
ま
す
。
青
少
年
健
全
育
成
事
業
で
は
、

「
子
ど
も
大
学
み
よ
し
」
を
引
き
続
き
開
設

し
ま
す
。生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
事
業
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
結
成
を

め
ざ
し
、
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
文
化
財
保
護
事
業
は
、
三
富
新
田

地
割
の
景
観
の
保
全
と
活
用
、
車
人
形
の
保

護
と
普
及
な
ど
他
市
町
村
に
な
い
特
有
の
文

化
財
を
保
護
し
、
本
町
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
歴
史
民
俗
資
料
館
の

教
育
普
及
事
業
は
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
「
さ
つ
ま
い
も
大
学
」
の
開
校
を
は
じ
め

と
し
、
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
講
座
・
教

室
・
催
物
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
旧
島
田
家
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
三
富
開
拓
地
割
遺

跡
の
普
及
啓
発
、
さ
つ
ま
の
苗
床
な
ど
の
生

態
展
示
や
年
中
行
事
の
再
現
等
直
接
触
れ
て

感
じ
る
活
動
を
通
じ
て
、
三
芳
の
歴
史
や
文

化
、
季
節
の
営
み
を
紹
介
し
ま
す
。

前
回
改
訂
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
町

の
地
域
防
災
計
画

を
最
新
の
知
見
と
改
正
法
令
、
地
域
の
実

践
等
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
今
後
の
町
の
防

災
・
減
災
対
策
の
柱
と
す
べ
く
「
地
域
防
災

計
画
」
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。
訓
練
エ
リ
ア

を
全
町
に
拡
大
し
て
、
住
民
の
防
災
意
識
向

上
と
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
お

よ
び
町
災
害
対
策
本
部
と
避
難
所
の
連
携
を

企
図
し
た
（
仮
称
）「
地
域
連
携
避
難
訓
練
」

を
実
施
し
ま
す
。
三
芳
町
消
防
団
は
、
２
月

に
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
な
る
埼
玉
県
初
の
機

能
別
消
防
団
員
制
度
を
発
足
し
ま
し
た
。
消

防
団
員
は
、「
私
た
ち
の
町
は
私
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
消
防
使
命
の
も
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
精
神
で
昼
夜
を
分
か
た
ず
地
域
を
守
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
防
災
力
を
支
援

し
、
さ
ら
に
広
め
て
い
き
ま
す
。
町
防
災
行

政
無
線
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
計
画
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
防
災
行
政
無
線
機
器
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
設
計
委
託
し
、
デ
ジ
タ
ル
波

の
伝
播
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
非
常
事
態
に
お
い
て
、
町
内
に
滞
在
す
る

人
す
べ
て
の
携
帯
メ
ー
ル
等
に
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
な
ど
情
報
を
発
信
す
る
「
緊
急
速

報
メ
ー
ル
」
を
導
入
し
ま
す
。

―
（
次
項
に
続
く
）
―

昨
年
、
町
の
危
機

的
な
財
政
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
、

「
脱
財
政
硬
直
化
宣
言
」
を
発
し
、
平
成

25
・
26
年
度
２
か
年
の
プ
ラ
ン
で
、
54
項
目

の
具
体
的
な
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。
昨
年

度
の
目
標
額
１
億
２
千
万
円
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
約
86
％
の
達
成
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
目
標
達
成
に
向
け
、
さ
ら

に
行
財
政
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

脱
「
財
政
硬
直
化
」

宣
言
の
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

芸
術
文
化
の
薫
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

み
ど
り
豊
か
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
生
涯
学
習
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

町
づ
く
り
に

住
民
力
の
結
集
を

子
育
て
で

住
み
た
く
な
る
町
に

創
意
工
夫
の
あ
る

教
育
活
動
を
展
開

生
き
が
い
と

自
己
実
現
の
町
に

防
災
・
減
災
の

ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
に
安
心
し

暮
ら
せ
る
町
に

介
護
保
険

高
齢
者
支
援
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

安
心
で
子
ど
も
の

心
を
は
ぐ
く
む
町

　
「(

仮
称)

三
芳

町
健
康
づ
く
り
推

進
条
例
」
お
よ
び

基
本
計
画
は
、
広
く
住
民
の
意
見
等
を
取
り

入
れ
策
定
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
運
営
は
厳
し
く
、
一
般
会
計
か
ら
多
額

な
繰
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
課
税
限
度
額

の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
25
年
度
に
引
き
上

げ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
で
検
討
を
進
め
、
住
民

の
生
命
と
健
康
に
対
し
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
運
営
に
努
力
し
ま
す
。

中
学
校
３
校
に
空

調
設
備
を
設
置
し
、

小
学
校
５
校
に
は
、

平
成
27
年
度
の
設
置
に
向
け
て
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
供
用

に
向
け
て(

仮
称)

第
３
公
民
館
・
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。中
学
校
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
の
２
年
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
訪
問
し
大
き

な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
マ
レ
ー
シ
ア
へ
派
遣
し
、
マ
レ
ー
シ

ア
・
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
マ
ー
ト

校
の
親
善
訪
問
団
を
受
け
入
れ
、
友
好
と
国

際
理
解
を
深
め
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
心
身
の

健
全
な
育
成
を
め

ざ
し
「
み
ら
い
の
ぞ
み
学
校
創
造
支
援
事

業
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
各
学
校
の
特
性
を

活
か
し
た
創
意
工
夫
の
あ
る
教
育
活
動
を
展
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※施政方針全文は町ホームページからご覧いただけます。

３
地
区
（
北
松
原

地
区
、
藤
久
保
第

一
地
区
、
富
士
塚

地
区
）
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
完
成

を
め
ざ
し
支
援
を
し
ま
す
。
富
士
塚
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
昨
年
２
月
に
埼
玉
県
か
ら

組
合
が
認
可
さ
れ
、
業
務
代
行
方
式
に
よ
り

３
年
間
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。
鶴
瀬
駅
か

ら
国
道
２
５
４
号
線
ま
で
の
鶴
瀬
駅
西
通
り

線
が
全
幅
員
で
開
通
し
ま
す
。
藤
久
保
地
域

拠
点
と
し
て
の
整
備
を
進
め
、
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

藤
久
保
交
差
点

の
交
通
渋
滞
の

解
消
、
歩
行
者

の
安
全
を
図
る
た
め
、
交
差
点
の
右
折
禁
止

の
解
除
を
進
め
ま
す
。
幹
線
５
号
線
歩
道
整

備
は
、県
道
か
ら
幹
線
19
号
線
ま
で
完
成
し
、

用
地
交
渉
を
進
め
歩
道
拡
幅
の
早
期
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策

定
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
県

か
ら
平
成
25
年
度
の
国
の
補
正
予
算
に
よ
り

快
適
な

都
市
基
盤
整
備
へ

安
全
で
安
定
し
た

水
の
供
給

魅
力
あ
ふ
れ
、

喜
び
い
っ
ぱ
い
、

幸
せ
に
な
れ
る
町

公
園
の
整
備
と

緑
化
の
推
進

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

道
路
な
ど
の
事
業

執
行
可
能
と
の
連
絡
が
あ
り
、
前
倒
し
要
望

し
て
い
ま
す
。
住
民
の
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
の
危
険
箇
所
、
事
故
多
発
箇

所
等
に
道
路
照
明
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
路

面
標
示
等
を
設
置
し
、
安
全
の
確
保
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
道
路
照
明
施
設
総
点
検
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

浄
水
場
の
心
臓
部

で
あ
る
水
中
ポ
ン

プ
を
、
耐
用
年
数

が
過
ぎ
て
い
る
も
の
か
ら
取
替
工
事
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
水
道
使
用

量
の
検
針
業
務
を
委
託
し
て
き
ま
し
た
が
、

水
道
料
金
の
徴
収
業
務
を
含
め
委
託
と
し
完

全
民
営
化
を
進
め
ま
す
。
一
般
下
水
道
事
業

は
、
近
年
発
生
す
る
集
中
豪
雨
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
対
策
と
し
て
、
雨
水
管
を
太
く
し
ス
ム
ー

ズ
な
排
水
に
す
る
布
設
替
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
雨
水
管
の
な
い
箇
所
が
あ
る
藤
久
保

第
４
区
地
内
の
雨
水
管
布
設
工
事
を
行
い
ま

す
。
公
共
下
水
道
事
業
は
、
藤
久
保
に
あ
る

第
１
中
継
ポ
ン
プ
場
の
汚
水
ポ
ン
プ
機
器
の

点
検
を
実
施
し
ま
す
。
富
士
塚
土
地
区
画
整

理
地
内
の
公
共
下
水
道
管
整
備
事
業
は
、
引

き
続
き
富
士
塚
土
地
区
画
整
理
組
合
に
公
共

下
水
道
整
備
業
務
委
託
を
し
整
備
し
ま
す
。

「
三
芳
町
緑
化
推
進

協
議
会
」
を
設
置

し
て
更
な
る
住
民

参
加
に
よ
る
緑
化
を
進
め
ま
す
。
そ
の
協
議

の
中
で
「
三
芳
町
み
ど
り
の
条
例
」
を
策
定

し
ま
す
。
公
園
整
備
は
、
緑
地
公
園
に
隣
接

す
る
民
間
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
用
し
、「
自

然
の
森
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
」
を
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ

る
健
全
育
成
の
場
と
し
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
３
か
所
公
園
が
開
園

す
る
予
定
で
す
。
藤
久
保
第
一
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
２
か
所
（
第
１
号
街
区
公
園
、

第
２
号
街
区
公
園
）、
ま
た
富
士
塚
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
に
お
い
て
１
か
所
（
第
２

号
街
区
公
園
）
で
す
。
緑
地
保
全
事
業
に
つ

い
て
は
、「
三
芳
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
隊
」
と

の
協
働
に
よ
り
平
地
林
を
管
理
し
緑
地
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。
公
園
等
施
設
管
理
事

業
は
、
公
園
や
子
供
広
場
の
安
全
・
安
心
利
用

を
目
的
に
、
遊
具
の
安
全
点
検
や
修
繕
、
清

掃
、樹
木
剪
定
等
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福

島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
か
ら
３
年
に
な
り
ま
す

が
、
今
な
お
放
射
線
の
影
響
に
対
す
る
不
安

が
住
民
の
皆
さ
ん
に
残
っ
て
い
ま
す
。
消
費

者
の
食
品
等
へ
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、町
内
で
消
費
さ
れ
る
食
品
や
飲
料
水
、

自
家
消
費
を
目
的
に
生
産
栽
培
し
た
農
産
物

な
ど
の
検
査
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
温

暖
化
対
策
は
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
普
及

さ
せ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。
引
き
続
き
環
境
に
や
さ
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
者
に
補
助
金
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。
ふ
じ
み
野
市
と
の
共
同
に
よ
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
、
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
は
、
昨
年
９
月
か
ら
平

成
28
年
度
稼
働
に
向
け
建
設
工
事
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
本
年
６
月

に
余
熱
利
用
施
設
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
ク
リ
ー
ン
活
動
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
が
積
極
的
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
、
道
路
や
公
園
な
ど
へ
の

タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
路
上

喫
煙
、
犬
の
フ
ン
の
放
置
な
ど
、
公
共
の
場

を
利
用
す
る
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
指
摘
す

る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
町

を
清
潔
で
き
れ
い
な
町
に
し
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
を
推
進
す
る
た
め
に
「（
仮
称
）

三
芳
町
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
を
策
定
し

ま
す
。

三
富
新
田
の
農

業
は
人
と
自
然

を
、
過
去
と
未

来
を
、
先
進
国

と
途
上
国
を
結
ぶ
、
３
０
０
年
の
歴
史
を
超

え
て
先
人
達
が
残
し
継
承
さ
れ
て
き
た
人
類

の
大
切
な
財
産
で
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、

三
富
新
田
の
持
続
可
能
な
農
業
を
世
界
に
発

信
し
、
守
り
、
そ
し
て
、
後
世
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
今
、私
た
ち
は
、

三
富
新
田
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
前
に
い
ま
す
。
農
商
工

連
携
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
は
、

今
年
度
も
支
援
し
ま
す
。
み
よ
し
野
菜
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
支
援
事
業
で
は
、「
み
よ
し
野

菜
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
産

地
間
競
争
に
勝
ち
抜
け
る
「
農
業
の
町
・
三

芳
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
今
年
度
も
「
世
界
一

の
い
も
掘
り
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、「
三
芳

町
」
の
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
東
京
か

ら
30
ｋ
ｍ
に
位
置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
か
ら
、
気
軽
に
日
常
生
活
と
は
違
う
体
験

や
活
動
が
出
来
る
潜
在
能
力
が
高
い
地
域
で

す
。
引
き
続
き
着
地
型
観
光
に
取
り
組
み
ま

す
。
都
市
部
か
ら
の
日
帰
り
旅
行
者
等
を
対

象
に
、
野
菜
の
収
穫
、
菜
の
花
摘
み
、
蛍
観

賞
な
ど
の
支
援
も
行
い
、
作
成
し
た
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
な
ど
で
広
く
三
芳
の
文
化
や
歴
史
や

農
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
加
盟
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
連
絡
協
議

会
は
加
盟
自
治
体
が
広
が
る
中
で
、
お
互
い

に
情
報
収
集
や
調
査
研
究
を
行
い
、
研
修
会

や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
町
の
魅
力
を
創

造
し
地
域
の
内
外
へ
と
広
め
ま
す
。
地
域
経

済
活
性
化
事
業
は
、
地
域
経
済
活
性
化
懇
談

会
の
提
言
を
受
け
、
農
商
工
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
町
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
効
果
に
は
、
利

便
性
の
向
上
、産
業
の
活
性
化
、観
光
促
進
、

ま
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
災
害
時
の
支

援
物
資
の
搬
送
や
救
急
搬
送
な
ど
で
も
着
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
中
で
具
体
的
な
実

施
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ま

と
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。
消

費
相
談
事
業
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
多
種
多
様
化
し
て
お
り
、
消
費
行
政

に
つ
い
て
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
的
に
基
金

等
を
活
用
し
て
体
制
を
整
備
強
化
し
ま
す
。

まちづくりは、日々小さなことの積み重ねであり、一人一人の住民の皆さまの声や、願いの積み重
ねだと思います。一日にして豊かな明るい三芳町を創ることはできません。雨の日も、風の日も、
雪の日も、晴れの日も、日々一歩一歩歩んでいくしかないのです。しかし、一歩一歩歩んでいけば、
かならず千里の道も目的地に着くことができると信じています。

「進一歩」
失敗を恐れず、チャレンジし続ける。成功するまでやり続ける。初心に立ち返り、一歩を歩む一年
にしたいと思います。一日一日に、一つひとつの施策の積み重ねに「三芳町」の命運がかかってい
ると肝に銘じ、皆さまの声を真摯に受け止め、町政発展のために尽力してまいります。住民の皆さ
ま並びに議員各位におかれましては、なお一層のご理解とご協力を賜りますよう重ねてお願い申し
上げ、私の平成 26年度施政方針といたします。

―　三芳町長　林　伊佐雄　―

むすびに

公
共
交
通
の
導
入

長
年
の
政
策
的
課

題
で
あ
っ
た
新
た

な
公
共
交
通
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
３
か
年
を
か
け
た
政
策
研

究
所
公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
政

策
提
言
を
受
け
、
共
通
乗
降
場
方
式
の
デ
マ

ン
ド
交
通
の
試
行
運
転
を
地
域
公
共
交
通
会

議
の
承
認
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
町
内
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
需
要
、
住
民

の
移
動
状
況
等
を
把
握
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通

が
町
内
の
交
通
弱
者
の
移
動
の
助
け
と
な
る

か
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
将
来
的
な
導
入
の

可
能
性
を
探
り
ま
す
。

環
境
と
調
和
し
た

活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
に
、
世
界
に
羽
ば
た
く

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
に
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緊 急時に 限 定 し て 災 害・避難情報をより
迅速に多くの住民や町内の在勤者にお知ら

せするため、緊急速報「エリアメール（NTT ドコ
モ）」、「緊急速報メール（au・ソフトバンク）」を
活用し、対応する町内すべての携帯電話に向け情
報配信を行います。

緑 地公園の東側に隣接する民間グラウンド用地
を、「自然の森・レクリエーション公園」とし

て４月１日から開園します。レクリエーションやス
ポーツ活動ができる多目的公園です。また、災害時に
は一時的な避難場所になります。

お知らせお知らせ
miyoshimiyoshi

newsnews

問　自治安心課　内 265・266問　都市計画課　内 234・235

春の風、香りを感じて歩く
ふるさとウォーキング大会

余熱利用施設『エコパ』が６月にオープン（予定）
60歳以上の人が入館料免除になる「エコパ優待者証」を発行します

エリアメールで避難情報を
緊急速報メール運用開始

「自然の森・レクリエーション公園」開園
新しい公園が誕生します

information+
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▼　利用方法

▼　注意事項
▼　参考 ・�NTT ドコモの携帯電話に限り、4

月 11日㊎午前 10時に試験配信を
行います。
・�受信時は専用の警報音や振動、画
面上の表示で通知されます。

▶公園場所　三芳町藤久保 1112番地１
▶主な施設　多目的公園、グラウンド
▶遊戯施設　鉄棒、うんてい
▶公園面積　11,800 平方メートル

健　康

お知らせ

health

news

↑
新
緑
や
新
河
岸
沿
い
に
咲
く
菜
の
花

の
香
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

↑
体
を
動
か
し
、
基
礎
体
力
や
運
動
能

力
向
上
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
ま
す
。

�運用開始日▶�

�開園日時▶�

miyoshi

スポーツ
sports

みよしジュニアハンドボール教室
第２期参加申し込み開始

問・申　総合体育館　☎258-0311問・申　生涯学習課内 516　総合体育館　☎258-0311

ハ ンドボールの基本、パス・キャッチ・シュート
を通じてコミュニケーションの向上、ハンド

ボールの楽しさをゲームをしながら体感します。ま
た、未経験者でも安全で安心して練習できます。
▶対象� 小学 3～ 6年生　20人
▶日時　�６月～翌年 3月までの第４木曜日。6～ 8 月、9

～ 11 月、1 ～ 3 月の 3 クール。全 9回。時間は
17：00～ 19：00。

▶場所	 総合体育館　　▶参加費　１クール 1,500 円
▶	申込方法…４月 15日㊋から総合体育館１階窓口に直接申
し込み、または電話で申し込みを受け付けます。

miyoshi

miyoshi

miyoshi

▶スタート　三芳町役場広場前　▶�参加費　一人 500円
▶�コース　12km『山崎公園・水子貝塚公園（昼食）・歴史
民俗資料館方面』※参加者はコースマップを見て各自の責
任において自分にあった速度とペースで歩いて下さい。原
則集団で歩きます。昼食は用意してください。

▶募集人員　400人
▶�申込方法…4月2日㊌～4月18日㊎の間に、生涯学習課、
もしくは総合体育館へ参加費を添えて申し込みください。

▶日時 4月29日（火・祝）

５月１日㊍

４月１日㊋

9：00スタート
8：00受付

10：00開園

エ
コ
パ
は
ご
み
焼
却
炉
か
ら

発
生
す
る
余
熱
を
浴
室
や

プ
ー
ル
な
ど
に
利
用
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
す
。
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
は
入
館
料
が
免
除
と
な
り
ま

す
が
、
優
待
者
証
が
必
要
で
す
。
申

請
書
を
期
間
内
に
提
出
し
（
左
記
参

照
）
オ
ー
プ
ン
後
、
エ
コ
パ
窓
口
で

『
エ
コ
パ
優
待
者
証
』
を
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
三
芳
町
・
ふ
じ

み
野
市
在
住
者
に
限
り
電
話
で
大
広

間
、
和
室
、
多
目
的
室
の
利
用
先
行

予
約
を
行
い
ま
す
。
■

miyoshi
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親しみのある、身近な愛称を募集します
新しい生活の足「デマンド交通」の試行運転が秋に開始予定

親しみのある身近な愛称を募集
どなたでも応募できます

▶募集期間…４月１日から４月 30日まで
▶�応募方法…➊町ホームページから直接、も
しくは用紙をダウンロードしメールで応募
➋政策推進室、各公民館、図書館に備え付
けの応募用紙に記入し、同所にある応募箱
に投函。

お知らせ
news

miyoshi

新
たな

公
共
交
通
と

し
て
「
デ
マ

ン
ド
交
通
」

の
試
行
運
転

を
秋
に
実
施

し
ま
す
。
デ

マ
ン
ド
交
通

と
は
バ
ス
で
も
タ
ク
シ
ー
で
も
な

い
新
し
い
移
動
手
段
で
す
。
町
内

各
所
に
停
留
所
（
共
通
乗
降
場
）

を
設
け
、
タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
い

バ
ス
の
よ
う
に
乗
合
を
し
て
運
行

を
行
い
ま
す
。
運
行
に
先
立
ち
、

こ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
運
行
の
詳
細
は
後
日
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

電話予約する
デマンド交通利用の流れ

乗車する受付
（オペレーションセンター）

※利用には事前登録が必要となります。原則、三芳町民であれば誰でも利用できます。

目的地へ

↑川越市のデマン
ド交通「ときも号」

information+

完成イメージ外観

エコパ概要
場所：ふじみ野市駒林 1117
開館時間：9：00～ 21：00
休館日：毎週月曜、１月 1日～１月 3日
施設概要：�健康増進型プール、浴室、レスト

ラン、大広間、多目的室、和室など
問い合わせ先：049-293-7568

施設区分 利用区分 利用料金 定員 /㎡

大広間
9：00～ 13：00 860 円

96人
163.10㎡13：00～ 17：00 970 円

17：00～ 21：00 1,080 円
和室A,B 1 時間あたり 190円 20人

各 26.25㎡多目的室A,B,C 1 時間あたり 190円

※�大広間の予約は 21人以上、和室・多目的室は 5人以上
での予約となります。

※�期日が過ぎた場合はオープン後、エコパに申し込みください。

▶�予約方法…�４月７日～５月 31 日の間に　　　　　　
☎ 049-293-7568 へ電話で予約。

▶受付時間…9：30～ 17：00（平日のみ）
▶予約可能日…大広間：6月 17日～ 8月 31日まで
　和室・多目的室：６月 17日～７月 31日まで

諸室専用利用料

町内在住の 60 歳以上の
人は入館料が免除されま
すがエコパ優待者証が必
要です。住所・氏名が確
認できる運転免許証また
は健康保険証などを持参し、下記の期間にお越しください。
▶受付期間…４月 14日から５月 13日まで
▶受付場所…�福祉課 / ふれあいセンター / 藤久保出張所 /

竹間沢出張所

年齢区分 料金
60 歳以上 320円

16歳以上～ 60歳未満 540円
7歳以上～ 16歳未満 210円

7歳未満 無料

入館料と優待者証について

「9時 45 分○○病院着でしたら予
約できます。」→「お願いします。」
→「予約を受けつけました。9 時
15分までに○○集会所の乗降場で
お待ちください。」

電話で予約します。「北永井の○
○です。明日○○集会所から○○
病院へ 10時までに行きたいので
すが。」

※採用者には記念品を贈呈します。（同名多数の場合は抽選）

自宅近くの停留所（共通乗降場）
から乗車します。
運賃は 1 人 1回 300円です。

途中、同じ方面へ行く人と同乗す
ることがあります。予定時間が前
後する場合があります。

MIYOSHI7

６月
頃
発表

メール受信の事前申込や費用は不要。ただし、携帯電話の機
種によっては設定が必要になることや受信ができない場合が
あります。詳細はお使いの電話会社にご確認ください。また、
町内にいないと受信できませんが、市町境では受信する場合
があります。

問　環境課　内 216



豊かな知性と感性を
はぐくむ三芳教育
～生きる力をはぐくみ
ぬくもりのある豊かな地域社会を拓

ひら
く～

平成26年度教育行政重点施策

教育だより
問い合わせ
教育総務課　内線533

　
国
際
化
や
情
報
化
、少
子
高
齢
化
な
ど
、

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
主

体
的
に
対
応
で
き
る
知
性
と
感
性
を
備
え

た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
を

高
め
、「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」

「
健
や
か
な
身
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
教

育
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
住
民
が
豊
か
で
ゆ
と

り
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、
様
々
な
教

育
活
動
や
社
会
体
験
、
文
化
芸
術
活
動
を

と
お
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
、
み
ど
り
豊

か
な
自
然
や
伝
統
文
化
、
ふ
る
さ
と
三
芳

に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
住
民
参
加
の
協

働
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
健
康

の
保
持
増
進
や
体
力
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
第
４

次
総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
る
教
育
分
野
の

方
針
「
豊
か
な
生
涯
学
習
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
」
や
、教
育
基
本
法
の
「
生
き
る
力
」

と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
た
三
芳
町
教
育
振

興
基
本
計
画
（
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年

度
）を
策
定
し
推
進
中
で
す
。
本
年
度
は
、

実
施
３
年
目
に
あ
た
り
、
こ
の
計
画
を
実

効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
重
点
的
に

実
施
す
る
計
画
の
基
本
目
標
と
施
策
を
定

め
、「
三
芳
町
教
育
行
政
重
点
施
策
」
と

し
て
策
定
し
、
推
進
し
ま
す
。

確かな学力と
自立する力の育成

豊かな心と
健やかな体の育成

質の高い
教育体制の確立

家庭・地域の
教育力の向上重点施策

各学習状況調査等を分析し結果を活用
し、小・中学校９年間を通して子ども
たちが主体的に学び、学習意欲を向上
させる取り組みを推進します。また、
ノーマライゼーション（障害のあるな
しに関わらず共に生きていくこと）の
理念に基づく教育や、発達障害などの
特別な支援を要する児童生徒の教育を
推進します。さらにＩＣＴの活用や国
際性をはぐくむ教育、伝統文化を尊重
する教育、小中一貫教育を推進します。

学校施設・設備の整備・充実を図り、
関係諸機関が協力し、登下校の見守り
や、緊急時の安全確保に努めます。
食の安全を第一に考えて衛生管理を徹
底し、食育を推進するとともに、三芳
町産の食材を給食に積極的に取り入れ
ます。小中学校における「学校応援団」
の効果的な組織化と地域や家庭による
学校支援の取り組みを促進します。

( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 ) ( 主な施策の説明 ) ( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 ) ( 主な施策の説明 )

未来を切り拓き社会の変化に主体的に対
応できる知性を高め、心身ともに健康で
感性豊かな心と創造性をはぐくみ、志を
持ったたくましい人間を育成します。

すべての住民が、みどり豊かな「ふるさ
と三芳」に誇りと愛着を持ち、豊かな人
生を送るために生涯にわたって主体的に
学び、その成果を生かすことができる活
力ある生涯学習社会をつくります。

スポーツ施設の整備を進め、スポーツ
レクリエーション活動や青少年のスポー
ツ活動を推進します。身近な地域で生
涯にわたるスポーツ活動を推進するた
め、軽スポーツ教室など幅広い世代が
楽しめる新しいスポーツの普及を進め
ます。スポーツ指導者の支援を進め、
関係機関や団体と連携を図り、学校や
地域のスポーツ活動の支援を行います。

主体的な学習活動推進のため、社会教
育施設の整備と学習支援の連携を進
め、今日的課題に対応する学習プログ
ラムを充実していきます。( 仮称 ) 第
3公民館の開館に向けた準備、芸術文
化の支援、地域・学校等と連携した人
権教育を進めていきます。また、図書
資料の整備充実を図り、児童に対する
積極的なサービスを展開します。

文化財は貴重なふるさとの財産です。
文化財を保護するためには、住民が文
化財の価値を正しく認識し、文化財に
親しみ、郷土を誇りに思う心をはぐく
むことが重要です。資料館や旧島田家
の活動を通して、その成果をわかりや
すく公表します。車人形や各地区のお
囃
はや
子
し
など、郷土芸能を発表する機会の

確保と後継者育成を支援します。

地域の青少年が、生き生きと豊かに成
長していくことを願い、家庭の教育力
の向上を図っていくため、情報の提供
や、各種事業を実施していきます。
また、青少年を安全に見守り、子育て
を地域が支えていけるような環境を
作っていくために、地域との連携を進
め、青少年団体等の活動促進と支援を
行います。

人権を尊重し、豊かな心を育て、いじ
めのない学校づくりを推進するため、
道徳教育の充実を図り、体験活動を積
極的に展開します。
また、積極的な生徒指導や教育相談活
動を充実させ、地域ボランティアや関
係諸機関との連携を深め、人材活用に
努めます。同時に、保健 ･体育の授業
の充実や栄養教諭による食育巡回指導
を推進し、心と体のバランスのとれた
児童生徒を育成します。

人事評価制度を充実し、教職員の人事
管理や資質・能力の向上に取り組みます。
人的環境、教材・教具、学校図書館の
整備、および就学援助についての支援
体制を充実し、学習環境の整備充実を
図ります。また、地域に開かれた特色あ
る学校づくりをめざし、町全体で教育に
取り組む機運を高めます。平成26年度、
新たに未来を担う子どもたちの心身の健
全な育成をめざし、「みらいのぞみ学校
創造支援事業」を立ち上げ推進します。

１　確かな学力の育成
２　�伝統文化の尊重と国際性をはぐくむ
教育の推進

３　特別支援教育の推進
４　進路指導・キャリア教育の推進
５　新しい時代に対応する教育の推進

１　学校施設・設備の整備拡充
２　子どもたちの安心・安全の確保
３　学校給食の充実
４　�地域ぐるみで学校を支援する体制の
整備

基本方針１　(01～ 04)
未来を拓く学びの力

基本方針2　(01 ～ 04）
生き生きと輝く学びの場

１　スポーツ推進と健康増進
２　スポーツ施設の整備充実
３　スポーツ指導者の養成と団体支援
　

１　生涯学習・社会教育の充実
２　人権教育の推進
３　公民館活動の充実
４　図書館サービスの充実
５　芸術文化の提供と創造

１　文化財保護の推進
２　遺跡の保護と調査研究の推進
３　文化財の活用と郷土学習の推進
４　資料館活動の充実
　　資料調査研究・資料保存の充実など

１　家庭教育・子育て支援
　　家庭教育学級活動の推進など
２　�地域の教育力の充実と子どもの居場
所づくり

３　青少年教育と健全育成の推進

１　人権を尊重する教育の推進
２　豊かな心をはぐくむ教育の推進
３　体験活動の推進�
４　教育相談・生徒指導の充実
５　�体力の向上と学校体育・健康教育の
充実

１　教職員の資質・能力の向上
２　学習環境の整備充実
３　地域に開かれた特色ある学校づくり
　　みらいのぞみ学校創造支援事業の推進、
　　三芳町小中学生まちづくり会議の開催
　　など

（写真）①こぶしの里で行われたホタルの幼虫放
流②上富小学校児童の演じる獅子舞③歴史民俗
資料館の藍染め体験④管理栄養士による食育の
授業⑤中学生海外派遣団帰国報告会⑥小学校連
合運動会⑦竹間沢小学校で行われたアウトリー
チ⑧郷土芸能「竹間沢車人形」⑨上富小学校で
の読み聞かせの様子

01 02 03

01安心・安全な
教育環境の整備

生涯学習の振興と
社会教育の充実 生涯スポーツの推進 文化財の保護と

郷土学習の推進

04

02 03 04

1 ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９
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一般会計の歳入

1

2

3

4

5
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町では、厳しい財政状況の中、限られた財源を活かしサービスを行って
います。税金がどのように活かされているのか、平成 26 年度予算案の
概要をご報告します。 財務課 415

平成 26 年度 

町税（47.5％）
71億1,587万5千円

国庫支出金（8.4％）
12億5,751万9千円

町債（25.6％）
38億3,380万円

繰入金（5.4％）
8億0,932万8千円

地方消費税交付金（3.6％）
5億3,100万円

諸収入（0.7%)
1億0,805万6千円

分担金、負担金(1.2%)
1億8,610万円

その他(1.7%)
2億5,216万7千円

地方譲与税(0.6%)
8,330万円

歳　入
149億 7,748 万

5千円

県支出金（4.0％）
6億0,034万円

繰越金（1.3％）
2億円

民生費（31.2％）
46億7,314万円

総務費（12.7％）
18億9,767万9千円

土木費（8.4％）
12億5,046万8千円

教育費（21.4％）
32億1,265万3千円

公債費（8.3％）
12億4,099万6千円

衛生費（12.3％）
18億4,246万円

消防費（3.9％）
5億8,680万7千円

その他（0.3％）
4,934万円

議会費（0.9％）
1億3,378万4千円

農林水産業費（0.6％）
9,015万8千円

厳
し
い
財
政
状
況

　

平
成
26
年
度
三
芳
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
本
町
の

財
政
状
況
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
度
予
算
案
を
作

成
し
、
議
会
に
上
程
し
ま
し
た
。
予

算
が
決
定
す
る
こ
と
は
、
町
が
行
っ

て
い
く
事
業
を
決
定
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。予
算
作
成
の
過
程
を
経
た
、

今
年
度
の
予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
収

入
は
前
年
度
比
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し

た
が
、
今
後
も
「
福
祉
・
医
療
・
介

護
」
な
ど
の
社
会
保
障
経
費
の
自
然

増
の
傾
向
は
続
き
、
ま
た
町
債
の
増

加
に
よ
り
今
後
の
返
済
経
費
（
公
債

費
）
の
増
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
、
既

存
事
業
及
び
新
規
事
業
等
を
精
査

し
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
予
算

総
額
は
１
４
９
億
７
７
４
８
万
５
千

円
、
前
年
度
と
比
較
し
て
31
・
９
％

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
町

に
と
っ
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
事
業

が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
額
の
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特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 4,560,119 千円 1.34% 住民課保険年金 154

後期高齢者医療特別会計 354,184 千円 3.82% 住民課保険年金 157
介護保険特別会計 1,906,196 千円 11.70% 健康増進課介護保険 184

水道事業
会計

収益的収入 826,105 千円 15.09%
上下水道課水道業務

上下水道課下水道業務
248

☎ 049-274-1014

収益的支出 821,391 千円 △0.30%
資本的収入 308,906 千円 57.42%
資本的支出 678,459 千円 12.19%

下水道事業特別会計 864,829 千円 6.54%

当初予算の推移

予算三芳町の 

一般会計　149 億 7,748 万 5 千円
特別会計　  73 億 5,918 万 3 千円　

財
政
出
動
を
要
し
た
た
め
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
町

税
が
全
体
の
47
・
５
％
を
占
め
、
町

債
25
・
６
％
、国
庫
支
出
金
８
・
４
％
、

繰
入
金
５
・
４
％
、
県
支
出
金
４
・

０
％
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民

生
費
が
全
体
の
31
・
２
％
を
占
め
、

つ
づ
い
て
教
育
費
21
・
４
％
、
総
務

費
12
・
７
％
、
衛
生
費
12
・
３
％
、

土
木
費
８
・
４
％
、
公
債
費
８
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
な
事
業
と
し
て
は
、（
仮
称
）

第
３
公
民
館
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
、第
三
保
育
所
改
築
事
業
、

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
等
事
業
負

担
金
、
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
業
務
、

自
然
の
森
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
設

置
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
４
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

４
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
は
、
総

額
１
０
３
億
５
９
１
８
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保
険

は
厳
し
い
財
政
状
況
等
の
た
め
、
保
険

税
の
課
税
限
度
額
を
昨
年
度
改
正
し
ま

し
た
。
特
定
健
診
の
第
２
期
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
昨
年
度
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
特
定
健
診
を
受
診
し
て
も
ら
い
、

自
身
の
健
康
管
理
、疾
病
の
早
期
発
見
、

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
、
国
民
健

康
保
険
財
政
運
営
の
健
全
化
に
繋
げ
ま

し
た
。
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢

者
の
増
加
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
前
年

度
と
比
較
し
て
11
・
７
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、

経
費
削
減
、
健
全
経
営
し
、
安
定
給
水

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

特別会計予算

平成 24 年度決算額 　約 104 億円

平成 25 年度見込額 　約 110 億円

平成 26 年度見込額 　約 139 億円

平成 24 年度決算額 約 08 億円  

平成 25 年度見込額 約 10 億円

平成 26 年度見込額 約 03 億円

▼年度末借金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

▼年度末貯金 ( 基金 ) 残高
　財政調整基金、特定目的基金の合計

117億
116億
115億
114億
113億
112億
111億

150億
〜

一般会計の歳出〈 借金・貯金の状況 〉

▼▼平成 25 年度から
36 億 2,092 万 6 千円
の増額 ( 一般会計 )

歳　出
149億 7,748 万

5千円

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

過去５年間の推移

１
１
６
億
８
７
８
８
万
５
千
円

１
１
６
億
６
３
５
９
万
６
千
円

１
１
３
億
５
６
５
５
万
９
千
円

１
１
５
億
６
５
２
５
万
６
千
円

１
４
９
億
７
７
４
８
万
５
千
円



↓毎年行われる消防操法大会
で、三芳町消防団は好成績を
毎回収めています。毎回収めています。

みんなの消防
 ▼　火災・救急の出場状況　平成 25年中 (1 月～ 12月 )

昨年の三芳町・富士見市・ふじみ野市での火災件数は 88件。
前年に比べ 31件増加しました。火災により 20人が負傷

し、多くの財産が失われています。住宅火災の多くは火の取り扱
いの不注意が原因です。また、救急車の出場件数は１万 506 件
で、前年に比べ319件増加しました。医療機関に搬送されたうち、
半数以上が軽症と診断されました。救急車の適正な利用をお願い
します。

入 間 東 部 地 区 消 防 組 合（ 三 芳 町・ 富 士 見 市・ ふ じ み 野 市 ）
〒356-0058　ふじみ野市大井中央１－１－１９☎261-6000(代 )　 261-4395
http://www.irumatohbu119.jp/　 : shobo@irumatohbu119.jp(代 )

火災の問い合わせ　☎049(263)0119（音声案内）
救急病院のご案内　☎049(261)6031（休日・夜間）

※４月１日から防災館が月曜日も開館することになりました。開館時間は9：00から16：30まで。

■　

火
事
防
ぐ　

あ
な
た
の
思
い　

見
せ
る
時
（
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合　

防
火
標
語
）

■　

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

▲  

人命救助者に感謝状

▲  

新型車両を導入

▲  

ブリーチング訓練実施

 ▼　消防だより

三芳町消防団新役員決定

1 月 28 日に鶴瀬駅前で意識消失の
男性を発見し、素早く適切な応急処
置を行い命を救った千

ちぎた

北晴美さんに
対して、消防本部から感謝状を贈り
ました。

三芳分署に最新鋭の高規格救急車を
導入しました。近年、救急車の出場
件数が増加しています。引き続き救
急体制の強化を図っていきますので
ご協力お願いします。

困難な場所でも迅速に人命救助など
を行うため、壁などの鉄筋コンク
リートを破壊する技術を向上させる
ための訓練を実施し、現場の状況に
近い環境で行われました。

件名 件数
建物火災 51
車両火災 9
その他 28
合計 88

件名 件数
急病 6,579

一般負傷 1,622
交通 935
その他 1,370
合計 10,506

救　急火　災

消防救助技術指導会
問　入間東部消防組合総務課　☎261-6004

５月14日㊌ ９：０0～日時：

見学自由お知
らせ

場所：消防訓練場（東消防署）
内容： 救助技術の正確さ・迅速さを競う、埼玉

県第２ブロック消防救助技術指導会を開
催します。

臨時駐車場として富士見市民文化会館・キラリふじみの
駐車場を用意しましたが、数に限りがあるため車でのお
越しはなるべくご遠慮ください。住民の皆さんからの応
援をお待ちしています。

左が千北さん。尊い命を救った。

導入した新型車両。

訓練の様子。

町ではNPO法人安心安全ネットワークきずなとの協働で、防災行政無線の
放送内容や、身近な犯罪情報など、安全安心のための地域情報をメールでお
届けしています。

〈 地域コミュニティメール登録方法 〉
下記アドレスに空メールを送ると本登録用のメールがきます。指示
に従い登録してください。hustlefm@kizuna-sta.jp　

【三芳町地域コミュニティメールで地域の情報を】
犯
罪
の
認
知
件
数
は
地
域
の
自
主
防
犯
団
体
の
活
動
の
成
果
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
犯
罪

は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
３
月
議
会
で
「
三
芳
町
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
５
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
問　

自
治
安
心
課
（
内
線
２
６
６
）

　

条
例
を
定
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
防
犯
意

識
の
向
上
と
地
域
防
犯
活
動
の
更
な
る
促
進

を
図
り
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
安
心
な
地
域
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
犯
の
考
え
の

も
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
町
行
政
が
連
携
し

て
防
犯
を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
い
ま
す
。
町
は
町
内
の
防
犯
上
危
険
な
個

所
の
点
検
と
改
善
を
行
い
つ
つ
、
住
民
同
士

が
協
力
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
事
業
者
に
は
従
業
員
教
育
な
ど

の
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
、
土
地
建

物
の
所
有
者
に
は
物
件
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
ぐ
る
み
の
防
犯
を

自
主
防
犯
団
体
の
活
動

地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

　

不
審
者
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
案

や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
振
り
込
め
詐
欺
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ひ
っ
た
く
り
や
女
性
を

　

町
の
安
全
は
、
警
察
や
行
政
の
力
だ
け
で

は
守
れ
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
行
政
連
絡
区
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
自
主
防
犯
団
体
の
連
携
と
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
防
犯
活

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

QRコードから簡単にQRコードから簡単に
登録できます登録できます

防災無線がよく聞こえない、聞き逃したとき、音声自動応答サー

ビスを行っています。☎ 0800-800-9912 防災無線で放送さ

　　　れた内容が繰り返されます。なお、定時放送（学校の下

　　　　　　　　　　校放送など）は聞くことはできません。

※電話通話料は町が負担。
☎ 0800-800-9912

三芳町の刑法犯認知・侵入窃盗件数

※条例全文や逐条解説は町ホームページに掲載しています。

三芳町民青色防犯パト
ロール隊（通称青パト
隊）が積極的に町内を
見回っている。

防災無線が聞こえない、聞き逃してしまったら

音声自動応答サービス

狙
っ
た
犯
罪
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
少
し
で
も

抑
止
し
よ
う
と
、
町
内
約
40
の
自
主
防
犯
団

体
や
各
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

通
学
路
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
見
せ
る
防
犯
活
動
」
と
し
て
、

三
芳
町
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
通
称

青
パ
ト
隊
）の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
活
動
し
、

定
期
的
に
新
規
入
隊
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　　　れた内容が繰

　　　　　　　　　

自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
。

ト
ト

隊）が積極的に町内を
見回 ている

三芳町民青色防犯パト
ロール隊（通称青パト
隊）が積極的に町内を

年 刑法犯認知件数 侵入窃盗
平成21年 540 49
平成 22年 526 30
平成 23年 561 50
平成 24年 524 27

第１分団長
矢島茂樹

第 5 分団長
池上賢一

第 4 分団長
鈴木秀幸

第 3 分団長
細谷総

第 2 分団長
島田英寿

副団長
清水邦宏

副団長
鈴木紀啓

団長
鈴木章記

消防団員の皆さんは公務員である消防官とは異なり、他の職業に従事
しています。災害時には消防署員と力を合わせて消防活動を行います。
地域の皆さんを守るために、夜間巡回などの地域密着活動を日々行っています。新役
員の皆さんをご紹介します。（敬称略）
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歴
史
を
知
る
た
め
に
は
、
古
文
書
や
石

造
物
に
記
さ
れ
た
文
字
、
言
い
伝
え
に
よ

る
伝
聞
な
ど
、
文
字
や
言
葉
か
ら
得
る
情

報
が
か
な
り
の
量
を
占
め
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
文
字
や
言
葉
が
な
い
（
残
る
情
報
量

が
少
な
い
）
時
代
の
歴
史
を
知
る
た
め
に

は
、
そ
れ
以
外
の
資
料
か
ら
推
測
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ひ
と
つ
が
地
中
に

残
さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財
＝
遺
跡
で
す
。

　

地
中
に
残
る
遺
跡
の
数
は
、
確
認
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
も
日
本
全
国
で
約
30
万
か

所
に
も
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。そ
の
内
、

毎
年
全
国
で
８
千
件
近
く
も
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
大
々
的
に
報
じ

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
日

本
最
古
の
○
○
発
見
！
」「
よ
み
が
え
る

古
代
の
△
△
」
な
ど
の
新
聞
報
道
や
ニ
ュ

ー
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
皆
さ
ん
、
自
分
に
は
関
係

な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
に

は
33
か
所
の
遺
跡
が
存
在
し
ま
す
（
そ
の

内
１
か
所
は
「
三
富
開
拓
地
割
遺
跡
」）。

昭
和
51
年
、
町
内
で
の
本
格
的
な
発
掘
調

査
の
開
始
以
降
、
毎
年
10
か
所
程
の
遺
跡

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中央図書館　☎ 258-6464
開館時間 /10:00 ～ 19:00（土・日は 18:00 まで )
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日
竹間沢分館　☎ 274-1722
開館時間 /11:00 ～ 18:00
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日
地域文庫
児童書の貸出、お話会などを行います
つくし文庫…4月19日㈯　10:00～12:00
場所/上富第１区集会所
あらた文庫…毎週火曜日15:30～18:00
場所/荒田宅(藤久保536-4 三芳東中学校近く）

図 書 館 だ よ り
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施設名 休日急患診療所 第二休日診療所 小児時間外救急診療所 イムス富士見総合病院（入院等が必要な救急小児）
所在地 ふじみ野市駒林 353 富士見市鶴馬 3351-2 ふじみ野市駒林 353 富士見市鶴馬 1967-1

電話番号 049-264-9592 049-252-4050 049-264-9592 049-251-3060
診療日 日曜・祝日・年末年始 日曜・祝日 月～土曜 月・木曜

診療時間 09：00 ～ 16：00
20：00 ～ 22：00 9：00 ～ 16：00 20：00 ～ 22：00 月・木曜が平日　18:00 ～翌朝 8:00 まで

月・木曜が祝日　 8:00 ～翌朝 8:00 まで

休日・夜間・小児時間外診療所

※
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｐ
24
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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～
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芳
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の
原
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営業部から問題山積みの辞書編集部に異動になった
馬
ま

締
じめ

光
みつ

也
や

は、新しい辞書の編纂に携わる。彼らが出
版をめざし、長い歳月をかけて奮闘する姿を描いた
物語。昨年、映画化された、2012 年の本屋大賞受
賞作。

“本屋大賞”関連の本 別置紹介中
一般書

画像はイメージです

Mama'sTime( 両親学級 )
～ラベンダーコース～

申込方法…電話、FAX、メール、QR コードで申し込みを受け
付けます。
申込み時に、次の内容を記入し申込みください。( メールの場
合は次の内容を記入し、件名「両親学級申込み」と書いて送信
してください。) ①名前②住所③連絡先 ( 電話番号 ) ④出産予
定日⑤初産か経産か
問い合わせ　保健センター　☎ 258-1236　 258-5994　

hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

日程 場所 内容 持ち物

5 月 10日㈯
9：30～ 15：00 保健センター

午前：�妊娠 ･ 分娩の経過について ( 助産師 )、調理実習 ( 管理
栄養士 )

午後：沐浴実習 ･妊婦体験 (保健師 )

・母子健康手帳
・筆記用具
・�バスタオル
・手拭きタオル
・エプロン　・三角巾

5月 14日㈬
9：30～ 15：00

子育て支援
センター

保健センター

午前：先輩ママ ･赤ちゃんとふれあい交流会 (保健師 )

午後：妊娠中の栄養について (管理栄養士 )

・母子健康手帳
・筆記用具
・昼食 (外出も可能 )

体験が盛りだくさんの Mama's Time( 両親学級 )。妊娠 ･ 出産に関する不安や悩みを地域の仲間とともに、体験を通じて
分かちあいませんか？ 1 日目はパパの調理実習です。

▶
１
日
目
は
パ
パ
の
手
料
理
で
ラ

ン
チ
を
し
ま
し
ょ
う
。

はじめての離乳食 ( 離乳食教室 )

実施日 : ４月 24 日㈭

対象：第 1 子（生後 4 ～ 5 か月）の子どもと家族
内容：離乳食の始め方についての講義と調理実習（管理栄養士）
場所：保健センター２階調理室
定員：12 組 ( 先着順 )
持ち物：エプロン・三角巾（バンダナ可）・手拭タオル

9:30 ～ 11:40

申込方法…電話、FAX、メールによる受け付け。次の内容を記入し、申し込みください（メールの場合は件名に「離乳食教室申込み」
と書いて送信してください）①名前　②住所　③連絡先（電話番号）　④お子さんの生年月日

問い合わせ　保健センター　☎ 258-1236　 258-5994　 hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

はじめての離乳食。「何からあげたらいいのか、どのように始めたらいいかわからない。」そんな疑問に答える講座です。実際
に簡単な調理実習も行います。

出前講座 －健康づくりを応援します－
保健センターでは、職員が各地域に出向き、住民の皆さんの健康づくりを応援する「出前講座」を開催しています。派遣費用
は無料です。皆さんの健康づくりのきっかけとしてぜひご利用ください。詳細は保健センターまでお問い合せください。

保健センター　〒 354-0041　藤久保 185-1　☎ 258-1236　 258-5994　
hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

保健・健康 / Health

対象：住民 10 人以上が集まる集会
時間：平日 10:00 ～ 16:00( 土 ･ 日 ･ 祝祭日除く )
場所：町内の公共施設。申し込み者が用意
費用：無料 ※会場設営費などの経費や有償の資料代は除く

【テーマの一例】
・生活習慣病予防のための食生活　・健康診断表の見方
・高齢期に大切な食事　　　　　　・高齢期の簡単健康体操
・子育て健康サポート ( 子どもの病気やけがについてなど )

問い合わせ　保健センター　☎ 258-1236　 258-5994　 hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

平成26年度 としょかんくらぶ会員募集

おすすめ本の読み聞かせ、読書力にあわせた本の紹介。本好きにな
れるように工夫を凝らしています。
▶日程…第４土曜日（7･9･12 月はお休み）
▶時間 ･ 対象
 10:10～11:00 　（小学1･2年 定員40人）
11:10～12:00 （小学3～6年 定員55人）
▶ 申込方法…4 月 4 日㈮ 10:00 から中央

図書館で受け付けます。図書館にある申込書に記入し、本人また
は家族が申し込み。電話不可。町外の受け付けは4月15日㈫から。

えほんワールド「子ども読書の日」記念事業

① 10:30 ～ 10:55 えほんの部屋
　１～３歳向け（保護者同伴）
② 11:00 ～ 11:15 自転車紙芝居
　（みらい広場 / 雨天時は館内）
③ 11:20 ～ 12:00 えほんの部屋
　３歳～小学生向け
④ 12:05 ～ 12:20 自転車紙芝居
　（みらい広場 / 雨天時は館内）

4月20日 ㈰　当日参加・ご家族でどうぞ

舟を編む

三浦しをん 著
光文社
2011 年 9 月発行
請求記号：９13　ミウラ
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↑�離乳食の試食も行い
ます。
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和太鼓教室
　　　　　生徒さん募集

和太鼓という楽器を扱う基礎打法から、みんなで音を合わせて
一つの曲を演奏するための応用まで親切丁寧にご指導します。

和太鼓スタジオ「鼓屋」　三芳町藤久保850-5
☎049-293-5820（太鼓部） メール contact@kajihei.com
http://kajihei.blog136.fc2.com
←50歳・60歳・70歳からのニコニコシニアクラス同時募集！

6歳
から

参加
でき
ます
！

観光バス・貸切バスは
お任せ下さい！

志木発の高速バス「VIPライナー」も運行中！

INFORMATION

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）
〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

お知らせ
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

INFORMATION

▶会場
5 月 10 日㈯：カリヨン広場（イオン隣）
5 月 17 日㈯：文化の杜公園（富士見体育館前）
▶時間　10:00 ～ 14:30
▶内容　季節の花販売、縁日コーナーなど

【フリーマーケット参加者募集！】 
▶申込み　電話・メールで応募
▶ 募集区画　50 区画
　 ※申し込み多数の場合は期間内でも　

　受付を終了する場合があります。
▶出店協力金　1,000 円
▶募集期間　4 月 14 日㈪～ 5 月 7 日㈬
問障害福祉サービス事業所
　入間東部むさしの作業所☎ 252-5270

http://www4.ocn.ne.jp/~musaku/

毎年恒例！
むさしの作業所春まつり

現在、非婚の母（父）に対して、税法上
の寡婦（夫）控除が適用されないため、
所得額が多く算定されている場合があり
ます。町では平成 26 年度から、寡婦（夫）
控除をみなし適用して、ひとり親家庭の
経済的負担の軽減を図ります。
▶ 申請方法
　 こども支援課保育担当にて保育料免除

申請書の記入をお願いします。なお、
必要書類の添付が必要な場合もありま
すので問い合わせください。

問 こども支援課保育担当内 255

保育所の保育料算定に寡婦(夫)
控除のみなし適用を実施します

これからパソコンを買おうと思っている
人、パソコンを買ったけど使いこなせな
い人、もっと楽に使いたい人など、相談
室を開催していますのでご利用ください。
▶相談日
　　　4 月 14 日㈪・21 日㈪
　　　5 月 19 日㈪・26 日㈪
　　　6 月９日㈪・23 日㈪
▶ 時間   10:00 ～ 12:00
　 開催時間中であれば随時相談は可能です
▶場所　竹間沢公民館　学習室
▶相談員　生涯学習アドバイザー他
▶費用　無料
▶定員　15 人
▶ 申込み　人数の関係上、事前に予約し

ていただくことをお勧めします
※ インターネットは無料のものについて

は閲覧することが出来ます
問 竹間沢公民館☎ 259-8311

パソコンなんでも相談室

視覚に障がいがある人への理解を深め、
音訳朗読ボランティアとして必要な知
識・技術を学びます。
▶日程　5 月 20 日～ 7 月 29 日
　　　　毎週火曜日、全 11 回
▶時間　10:00 ～ 12:00
▶会場　三芳町役場
▶対象　三芳町在住、在勤の人
▶参加費　無料　
 ▶ 定員　20 人（申込順）
▶ 申込期限　4 月 30 日㈬までに電話ま

たは窓口にて受付
問 福祉課障がい者支援担当内 176 ～ 178

音訳朗読ボランティア
講習会（初級）

▶主催　三芳町弓道連盟
▶ 日程　5 月 4 日㈰ 「 開講式」～ 6 月 28 日㈯
　「 閉講式」まで 土・日曜日 全 10 回
　5 月 4 ㈰・10 ㈯・17 ㈯・31 ㈯
　6 月 7 ㈯・8 ㈰・14 ㈯・15 ㈰・21 ㈯・28 ㈯
▶時間　土・日曜日とも 14:00 ～ 16:00
▶会場　三芳町弓道場    
▶対象　三芳町在住在勤優先
　　　　大学生以上（高校生は要相談）
▶定員　20 人　
▶参加費　2,500 円（傷害保険等）
▶ 申込先　4 月 27 日㈰までに総合体育館へ 

　　　　☎ 258-0311  
問 生涯学習課スポーツ推進担当内 516
　三芳町弓道連盟　
　亀井妙子　☎ 090-9322-4868
　加藤憲男　☎ 090-8512-1042

平成 26年度
初心者弓道教室

桑の実三芳保育園
子育て支援センター

▶開園日　月～金曜日　9:30 ～ 14:30           
　　　　   （12:00 以降は園庭開放のみ）
▶ イベント　
　4 月 30 日㈬　発育測定　詳細は下記
問 桑の実三芳保育園　子育て支援センター
　住所 : 藤久保 855-90( ｳﾆｸｽ裏）☎ 257-1051

町の水道用水である地下水（1 ～ 5 号井）
の安全性を確認するためダイオキシン類
調査をH25年12月17日実施しました。

【調査結果】
　ダイオキシン類 0.0014pg-TEQ/ℓ

【参考】　国の基準値　1pg-TEQ/ℓ
【所見】　以上の結果からダイオキシン類
は国の基準に適合（指針値の約 1/700）
しており、安全面の観点から問題のない
値であることが確認されました。

【調査方法】
水道原水および浄水中のダイオキシン類
調査マニュアルに準拠（平成 19 年 11
月厚生労働省健康局水道課）
問上下水道課水道施設担当内 248・249

ダイオキシン類に関する
調査結果

埼玉県警察官募集

平成 26 年度第 1 回埼玉県警察官採用試
験を次のとおり行います。
▶願書受付期間　4 月 1 日㈫～ 14 日㈪
▶試験日　5 月 11 日㈰
問東入間警察署・警務課☎ 269-0110

係制を廃止し
担当制に変更します

町では、４月 1 日より「係」を「担当」
に変更します。
◆例　政策推進室 政策推進係
　　　政策推進室 政策推進担当
 また、組織のスリム化を図るため、下記
係を統一します。
◆都市計画課　都市計画係、区画整理係
　　　　　　　　　　       （係を統合）
　都市計画課　都市計画・区画整理担当
◆道路交通課　道路整備係、交通施設係
　　　　　　　 　 　   （係を統合）
　道路交通課　道路整備・交通施設担当
問政策推進室政策推進担当内 422・423

手話奉仕員養成講習会
（基礎課程）

◎ 対象
　 高校生以上の三芳町および富士見市在

住・在勤の人で、過去に奉仕員養成講
習会入門課程を修了もしくはそれと同
等の技術を持っている人

◎ 開催日時　4 月 23 日～ 11 月 19 日
　毎週水曜日　19:00 ～ 21:00 全 30 回
　（ただし 8 月 13 日を除く）
◎会場
　富士見市民福祉活動センター「ぱれっと」
　（4 月～ 7 月）
　三芳町藤久保公民館等（8 月～ 11 月）
◎ 定員　20 人（定員を超えた場合は抽選）
◎参加費　2,500 円（テキスト代・保険料）
※ 保育利用の際は、子ども１人につき保

険料 650 円が別途必要です
◎申込み
　 福祉課にある申込書に必要事項を記入

し、4 月 11 日㈮までに、富士見市社会
福祉協議会へ郵送、FAX または持参で提出

問福祉課福祉担当内 177

平成 26 年 4 月から消費税の引き上げが
行われます。所得の低い人に対する負担
を考慮し暫定的・臨時的な措置として「臨
時福祉給付金」を支給する予定です。
対象者は平成 26 年度分市町村民税が課
税されていない人で平成 26 年 1 月 1
日に住民登録されている市区町村に申請
できますが、その人を扶養されている人
が課税されている場合や生活保護制度の
被保護者等は対象外です。
また、子育て世帯に対しても消費税引き
上げの影響を考慮して「子育て世帯臨時
特例給付金」を支給する予定です。
申請・給付方法が決まりましたら広報や
ホームページでお知らせします。
※この制度は課税状況が決定されている
ことが前提になります。
 配偶者からの暴力を理由に三芳町へ避難
している人について
配偶者からの暴力を理由に三芳町に避難
しており、一定の要件を満たす人は申し出
ていただくことにより、措置を受けるこ
とができます。詳細につきましては、下
記担当へ問い合わせください。
【臨時福祉給付金】
問 福祉課（臨時福祉給付金担当）内 172・173
【子育て世帯臨時特例給付金】
問こども支援課（子育て世帯臨時特例給付金担当）
内 252

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

住宅用太陽光発電システム
設置費補助金

【対象住宅】
◆既存住宅に太陽光発電を設置の場合
◆太陽光発電付き新築住宅を購入の場合
◆ 太陽光発電付き新築建売住宅を購入の場合

※集合住宅は対象外
【補助対象者】
◆対象住宅に電力供給する目的で 1kw
　以上の発電システムを設置する人
◆対象住宅に自ら居住する人、申請年度
　内に町内に居住する予定であり当該地
　が住民基本台帳に記載されている人
◆建築物の敷地等に建築基準法、都市計
　画法等の違反がない人

【補助金額】　太陽光発電システム 1kw
　以上のものに対し一律 50,000 円

【受付件数】　40 件
【申請受付期間】4 月 15 日～
※申請受付は先着順となり予算額を超え
　た時点で受付を終了します
問環境課環境対策担当内 216・217
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INFORMATION

「秋の川越」
「潮騒の町」
好評発売中！

▶�期間　
　Ｈ26年5月～Ｈ27年2月まで（月２回程度）
▶入学資格
　町内在住の満 60歳以上の人で、５月
　～ 2月まで通学可能な人
▶教室・受講日・定員
　藤久保教室：金曜日午前　定員 100人
　中央教室　：金曜日午前　定員 60人
　竹間沢教室：木曜日午前　定員 60人
▶開講式（3教室合同）
　日時　5 月 9 日㈮　10:00 ～ 12:00
　場所　藤久保公民館ホール
▶�申込み・問い合わせ
　4月 8日㈫から申込開始
　�※平日 9:00 ～ 17:15 までに希望す
る公民館へ本人が申込みください

　※定員になり次第締切（先着順）
問藤久保公民館☎258-0690 258-9625
　竹間沢公民館☎259-8311 259-8345

高齢大学受講生募集

議員と意見交換をしませんか！
▶ 4月 19日㈯
　10:00 ～�12:00　竹間沢公民館
　18:00 ～�20:00　農業センター
▶ 4月 20日㈰�
　10:00 ～ 12:00　藤久保公民館　　
　14:00 ～ 16:00　北永井第 2区集会所
問�議会事務局議事調査担当内 602

ふれあい座談会（議会報告会）
を開催します

第５次行政改革大綱の策定において、皆
さんからの意見を反映するため、「三芳町
行政改革懇談会」の委員を公募します。
▶�募集人数　１人（応募多数の場合は書
類選考等を実施します。また、他の審
議会委員等の就任履歴を考慮する場合
があります。）
▶�応募資格　委員に応募しようとする人
は、次の条件を満たすことが必要です

（1）町の行政改革に関心のある人
（2）町内在住の20歳以上の人
（3）�平日の会議に出席が可能な人
　　（年３回程度を予定）
▶�任期　平成26年度中任期
　　　　（平成27年 3月末日まで）
▶締切り　4月25日㈮必着
▶�応募方法　
　�応募申込書に必要事項を記入し、「私
が考える行政改革」を題材に 400字
程度（様式任意）の作文を添えて、持参、
郵送、メールにより政策推進室（４階）
へ提出してください。
▶応募要項・申込書
　町のHPからダウンロードまたは役場
　４階政策推進室にて配布　
問�政策推進室政策推進担当内 422～ 424
seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp

三芳町行政改革懇談会
委員募集

人権擁護委員
4 月 1 日付けで、法務大臣から人権擁
護委員に委嘱されました。
　　再任　三井光男氏（藤久保）
　　再任　仲野忠男氏（藤久保）　
問�総務課人権推進担当内 404・405
公平委員
議会の同意を得て、公平委員会委員に選
任されました。
　　再任　小林吉夫氏（上富）　　　　
問�政策推進室政策推進担当内 422 ～ 424
選挙管理委員会委員および同補充員
平成 26年第 2回議会定例会において選
挙が行われ、次の人が当選されました。
　委員
　金野聰（北永井）・小野沢文男氏（竹間沢）
　宮寺奉文氏（上富）・荒田吉男氏（藤久保）
　補充員
　佐々木修平氏（北永井）・青田信夫氏（藤久保）
　忽滑谷昌弘氏（竹間沢）・鈴木精二氏（上富）
問�選挙管理委員会内 402

各委員が決まりました

４月１日より水道メーターの検針、料金
の収納、窓口業務などを「三芳町上下水
道料金センター」が行います。
当センターは、サービスの充実と経営の
効率化を図るため委託により民間業者が
運営します。
▶受託者　第一環境 (株 )
▶場所　上下水道課内（三芳町浄水場管理棟）
▶時間　平日　8:30 ～ 17:15
▶電話　274-1014
問�三芳町上下水道料金センター☎274-1014

上下水道料金センターを
開設します

集合狂犬病予防注射

狂犬病予防のため、集合狂犬病予防注射
を下記の日程で行います。町にすでに登
録済の場合、４月上旬にハガキを郵送し
ます。
▶持ち物　ハガキ、手数料

�▶�事前に申出・届出が必要な場合
　�病気の犬、海外に犬を連れて行く予定
がある、マイクロチップを装着されて
いる、他市町村から転入した犬

◆手数料 (1頭につき）　　(単位 : 円）
登録済の犬 未登録の犬

登録料 0 3,000
注射料 2,750 2,750

注射料票代 550 550
合計 3,300 6,300

0

▶�日時� 4 月 20日㈰　9:00 ～ 12:00
▶場所� 消防本部大講堂
▶対象� �三芳町・富士見市・ふじみ野市

在住、在勤、在学の人
▶�申込方法…4月 7日㈪～ 11日㈮の間
に下記へ連絡し予約

問�入間東部地区消防組合消防本部救急課
☎261-6673（平日のみ8:30～ 17:00)

普通救命講習

期日 時間 場所

4/11㈮
10:00～11:30 上富第 1区集会所

13:00～14:30 三芳町役場駐車場

4/14㈪
��9:30～11:30 北永井第 2区集会所

13:00～14:30 藤久保第 2区集会所

4/15㈫

��9:30～11:30 藤久保第 3区集会所

11:00～12:00 藤久保第 4区
第 2集会所

13:20～14:30 竹間沢第 1区集会所

問�環境課環境対策担当内 216・217

固定資産税縦覧帳簿の縦覧

平成 26 年度固定資産税（土地・家屋）
の縦覧帳簿を縦覧できます。
▶期間　4月 1日㈫～ 6月 2日㈪
▶時間　役場開庁時間内 (土曜開庁含）
▶�場所　役場 1階税務課資産税担当
【縦覧できる人】
　�町内に所有する土地・家屋の固定資産
税の納税者およびその同居家族または
代理人

【必要なもの】
　�納税者本人を確認できるもの（運転免
許証・健康保険証）

　※代理人の場合は委任状が必要
問税務課資産税担当内 135～ 138

図書館運営に関し広く住民の意見を反映
するため委員を公募します。
▶�募集人員　２人
▶�応募資格　町内在住で、三芳町立図書
館を利用し、本や読書活動に関する興
味関心、知識、経験のある人
▶委嘱期間　平成26年6月1日から（2年間）
▶�募集期間
　4月1日㈫～4月15日㈫（当日消印有効）
▶�応募方法　レポート用紙に氏名、住所、
年齢、応募動機、連絡先電話番号を記入
のうえ中央図書館へ持参、郵送、FAX、
メールにて申込みください。後日、中央
図書館にて簡単な面接を実施します。
▶�選考方法　委員の選考は、三芳町審議
会等公募委員選考委員会にて行います

問中央図書館☎ 258-6464 258-6488��
〒 354-0041　三芳町藤久保 185-1
tosyokan@town.saitama-miyoshi.lg.jp

図書館協議会委員の公募

国民年金は誰もが加入する制度です

日本に住んでいる 20歳以上 60歳未満
のすべての人は、国民年金に加入するこ
とになります。加入者は、職業などによっ
て 3つのグループに分かれており、そ
れぞれ加入手続きが異なります。
【第 1号被保険者】　自営業者、学生、フ
リーター、無職の人などで、加入手続き
は住所地の市区役所・町村役場の国民年
金担当窓口で行います。
【第2号被保険者】　会社員や公務員など、
厚生年金保険や共済組合に加入されている
人で、加入手続きは勤務先が行います。
【第 3号被保険者】　第 2号被保険者に扶
養されている配偶者で、加入手続きは第 2
号被保険者の勤務先を経由して行います。

国民年金後納制度で
将来の年金額を増やせます
後納制度は、過去 10年間に納め忘れた
保険料を納付することにより、将来の年
金額を増やすことができるものです。
また、年金を受給できなかった人は、後
納制度を利用することで年金が受けられ
る場合があります。
過去 10 年以内に納め忘れの保険料があ
る人は、ぜひ後納制度をご利用ください。
後納制度が利用できる期限は、平成 27年
9月 30日までとなっています。お早めに
最寄りの年金事務所に申し込みください。

国民年金保険料の免除等
申請できる期間が拡大されます
平成26年4月1日より2年間さかのぼっ
て申請免除ができるようになります。詳
しくは、年金事務所まで問合せください。
問�住民課保険年金担当内 156

国民年金からのお知らせ

埼玉弁護士会では、遺言の日を記念して、
遺言および相続に関する法律相談に応じます。
※料金無料、事前申込不要
日時　4月 19日㈯　13:00 ～ 16:00
場所　埼玉弁護士会法律相談センター
さいたま市浦和区高砂4-2-1パークハウス1F☎048-710-5666

遺言の日記念相続問題相談会

広報みよしの掲載写真で映写機の
マークがついているものはスマホをかざ
すと動画を見ることができます。

『ＡＲ　三芳町』で検索！

写真が動く広報みよし
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相談種類 曜日（祝日除） 時間 相談場所 連絡先
住民相談（弁護士等が
相談を受けます） 第 1・3 木曜 13：00 ～ 17：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

司法書士相談 第 3 火曜 10：00 ～ 12：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
行政書士相談 奇数月第 4 水曜 10：00 ～ 16：00 役場1階住民相談室（受付:ロビー） 総務課（内線 404・405）
女性相談 第 2・4 金曜 11：00 ～ 15：30 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

外国人生活相談 ①毎週月曜
②毎週木曜

① 10：00 ～ 13：00
② 13：00 ～ 16：00

ふじみの国際交流センター
( ☎相談は 269-6450） 総務課（内線 404・405）

内職相談 毎週水曜 10：00 ～ 16：00 役場 2 階内職相談室 内職相談室（内線 292）

消費生活相談 ①毎週月・火 ･ 金曜
②毎週水・木曜 10：00 ～ 16：00 ①役場 2 階消費生活相談室

②観光産業課
①消費生活相談室（内線 292）
②観光産業課（内線 214）

子育て相談 毎週月～金曜 随時受付 各保育所・子育て支援センター
第 2 保育所☎ 258-6858
第 3 保育所☎ 258-9961
子育て支援センター☎ 258-5106

こども家庭何でも相談 毎週月～金曜 9：00 ～ 17：00 役場 2 階こども支援課 こども支援課☎ 258-0055

教育相談 毎週月～金曜 10：00 ～ 16：00 総合体育館 4 階教育相談室
電話相談は☎ 274-1023 学校教育課（内線 522）

大人の健康相談 第 3 木曜 9：00 ～ 15：30 保健センター（要予約） 保健センター☎ 258-1236

こころの健康相談 第 2 火曜 14：00 ～ 16：00 地域生活支援センター（要予約） 福祉課障がい者支援担当
（内線 176 ～ 178）

高齢者相談
（介護・認知症相談）

①月～金曜
②月～土曜
③火～土曜

① 8：30 ～ 17：15
②･③9：00～17：00

①地域包括支援センター
②みずほ苑
③はなまる

①地域包括支援センター（内線188･189）
②みずほ苑☎ 258-9488
③はなまる☎ 258-7067

リハビリ相談
(65 歳以上対象 ) 第 2 水曜 10：00 ～ 12：00 藤久保公民館 2 階図書室（要予約） 地域包括支援センター

（内線 188・189）
福祉・生活相談
生活なんでも相談 毎週月～金曜 8：30 ～ 17：15 社会福祉協議会 社会福祉協議会☎ 258-0122

不動産相談 第 3 水曜 13：00 ～ 16：00 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 238）
マンション管理相談 第 3 月曜 13：30 ～ 16：30 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 238）

庁舎内 FAX番号内訳表
フロア 内線番号 FAX番号

1階
120～ 138 274-1050
140 ～ 158 274-1101
上記以外の 100番台 274-1051

2 階 242～ 268 274-1009
上記以外の 200番台 274-1052

4 階 300～ 424 274-1054
上記以外の 400番台 274-1055

5 階 500番台 274-1056
6 階 600番台 274-1057無料相談

問住民課住民係 内 142 ～ 146

INFORMATION

4 月の土曜開庁は5日です ゆずります
ゆずってください

モノを買う前、捨てる前に、ぜひご利用
ください。モノを長く大切につかって、
節約やごみの減量に取り組みましょう。
▶�ゆずります
➊歩行器 ➋二つ折り折りたたみベット
➌ 14 インチ自転車 ( 女児用 )
➍ストーブガード
➎勉強机、椅子（２台大人・子ども兼用）
➏ステレオ・アンプ・スピーカー
➐スチールギター（ハワイアン）

①ルームランナー
②手作り製本の道具・材料
③三芳東中制服（女子 160cm）
④三芳東中制服（男子 170cm）
⑤カセットテープデッキ（120 分テープ再生）
⑥おおわだ幼稚園制服・女子体操着（110cm）
問 環境課環境対策担当内 217

▶�ゆずってください

4月の土曜開庁は4月5日です。役場（本
庁）の住民・福祉・税務などの一部窓口
と各出張所を開庁していますので、ぜひ
ご活用ください。本庁、出張所ともに
８:30 から 12:00 まで開庁しています。

70 歳から 74 歳の人の窓口負担は法律
上２割となっていますが、特例措置でこ
れまで１割負担とされていました。平成
26 年度から、より公平な仕組みとする
ために２割負担に見直されることとなり
ました。ただし、一定の所得がある人は、
これまでどおり３割負担です。既に 70
歳を迎えている人は、平成 26 年 4 月以
降も、引き続き特例措置（１割負担）の
対象になります。
▶ 対象者　平成 26 年 4 月 2 日以降に

70 歳の誕生日を迎える人
【 ２割となる時期】
　70 歳の誕生日の翌月（ただし、各月
　１日が誕生日の人はその月）から
　（例）平成 26 年 4 月 2 日～ 5 月１日
　に 70 歳の誕生日を迎える人は、5 月
　の診療から２割負担になります。
　 なお、窓口負担には毎月の負担上限額

が定められていますが、70 歳から 2
割負担となる人は、69 歳までと比べ
て上限額が下がります。

【高齢受給者証の提示】
　 対象者の人には、誕生月の月末までに国

民健康保険高齢受給者証をお送りします
ので、医療機関等で受診される際には、
必ず国民健康保険被保険者証と国民健康
保険高齢受給者証を提示してください。

問 住民課保険年金担当内 153 ～ 156

医療費の窓口負担が２割になります
これから 70歳の誕生日を迎える人へ

歴史民俗資料館「4月の催し」

★土曜体験★
たぬきの糸車を体験してみよう！

▶日時　4 月 19 日㈯　10:00 ～ 12:00
▶定員　20 人
▶参加費　200 円
▶場所　歴史民俗資料館
▶ 内容　
　 キーカラカラ、キークルクル…。みん

なの教科書にも出てきた糸車を使って
糸をつむいでみよう！たぬきさんのよ
うに上手にできるかな？

▶申込締切　4 月 16 日㈬
問・申 歴史民俗資料館　☎ 258-6655

食品販売店で日常の買い物をしながら食
品の表示を確認し、定期的に報告（年間
20 店舗程度）していただきます。
▶ 対象　県内在住で 20 歳以上の人
▶任期　H26 年 6 月～ H27 年 3 月
▶定員　100 人（選考）
▶研修　6 月 12 日㈭：熊谷市内
　　　　6 月 13 日㈮：さいたま市内
▶謝金　年間　6,000 円（上限）
▶ 申込み　4 月 21 日㈪までに､ はがき、

FAX、メールにて住所、氏名  ( フリ
ガナ）、電話番号、年齢、職業、応募
理由（100 字程度）明記し応募。選考
結果は 5 月末までにお知らせします。

問 ･ 申      埼玉県農林部農産物安全課総務・
JAS 法担当
〒330-9301さいたま市浦和区高砂 3-15-1
☎ 048-830-4110　FAX 048-830-4832

a4070-06@pref.saitama.lg.jp

埼玉県食品表示調査員募集

歳時記展示『ひな人形展』

▶期間　2 月 18 日㈫～ 4 月 6 日㈰
▶会場　歴史民俗資料館
▶ 内容　資料館に寄贈された、大正時代

から昭和までのひな
人形を展示。時代と
ともに大きさや表情
が変化していく様子
を見ることができま
す。この時期だけの
歳時記展示をどうぞ
ご覧ください。

3
月
号
広
報
お
知
ら
せ
欄
に
掲
載
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　
　
　
Ｐ
21
（
誤
）
33
年
度　
→
（
正
）
35
年
度

福祉課に次の寄付が寄せられました。
ありがとうございました。（敬称略）
■三五六会　金額　3,463 円
　受入日　平成 26 年 2 月 28 日

寄付のお知らせ



●
投
稿
先
・
町
田
勝
男
　
上
富
四
一
五
―
一
　
☎
（
二
五
八
）
二
五
三
〇

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
に
一
首
、
電
話
番
号
明
記
。

ま
た
、
添
削
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

歌 

壇

●
投
稿
先
・
林 

保
　
上
富
六
六
六
　
☎
（
二
五
八
）
四
一
七
九

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
楷
書
で
二
句
。
漢
字
に
は
全
て
ル
ビ
を
ふ
り
電
話
番
号
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
添
削
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

俳 

苑

重
田
照
子

桑
田
晃
治

田
中
正
三

沼
波
そ
め
子

佐
々
木
年
男

沖
野
澄
江

平
井
静
壷

松
本
佳
子

荻
原
雅
夫

坂
田
ふ
み
子

井

山
　

登

抜
井
満
智
子

熊
倉
知
恵
子

小
林
紀
子

渡
辺
勝
子

半
沢
久
夫

荒
谷
和
己

星
野
一
郎

宮
下
富
子

大
崎
栄
子

おたよりだより
広報みよしに寄せられた声をお届け！

FROM READERS

◆
先
月
号
の
ウ
ニ
ク
ス
三
芳
で
行

わ
れ
た
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
写

真
が
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り

素
敵
で
し
た
。
写
真
か
ら
現
場
の

明
る
い
演
奏
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
で
す
。
コ
ピ
ス
三
芳
は
何
度
か

イ
ベ
ン
ト
で
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
三
芳
町
に
こ
の
よ
う
な

人
の
集
ま
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
Ａ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、

毎
月
広
報
を
読
む
の
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
写
真
か
ら
は
伝
わ

ら
な
い
雰
囲
気
や
音
声
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
み
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。（
Ｐ
Ｎ
ハ
ネ
さ
ん
）

◆
毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

広
報
み
よ
し
は
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が

多
く
て
読
み
や
す
い
で
す
。
先
月

号
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
記
事
が
面

白
か
っ
た
で
す
。（
Ｉ
さ
ん
）

◆
ウ
ニ
ク
ス
で
の
Ｍ
Ｙ
Ｔ
48
の
演

奏
の
見
開
き
写
真
が
迫
力
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
の
演
奏
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。(

Ｍ

さ
ん
）先

月
は
芸
術
文
化
の
特
集

だ
っ
た
ね
。
コ
ピ
ス
み
よ
し

が
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
企
画
を

し
て
い
る
っ
て
ボ
ク
も
知
ら
な

か
っ
た
か
ら
ビ
ッ
ク
リ
だ
っ
た
よ

☆
こ
う
い
う
経
験
っ
て
す
ぐ
に
何

か
の
役
に
立
つ
わ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
良
い
音
楽
を
聴
い
た
り
、
一

流
の
芸
術
に
触
れ
た
り
、
自
分
の

人
生
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
豊
か
に
し
て

く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
な
ぁ
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ピ
ス
み
よ
し
に
注

目
だ
ね
！

◆
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
の
ア
イ
ド
ル

写
真
。
今
の
子
ど
も
た
ち
の
名
前

の
変
化
に
驚
き
つ
つ
、
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
か
ら
三
芳
を
育
て
て
く
れ
る
未

来
っ
子
に
バ
ン
ザ
イ
で
す
。
最
近

の
広
報
は
若
さ
が
強
調
さ
れ
て
い

て
勢
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
高
齢

者
紹
介
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
Ｗ
さ
ん
）

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
の
ア
イ

ド
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
は

私
も
い
つ
も
癒
さ
れ
て
る
の
♥
広

報
は
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
皆
さ
ん

が
読
む
も
の
だ
か
ら
、
高
齢
者
の

人
も
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
く
よ

～
☆

◆
先
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
コ
ピ

ス
み
よ
し
の
オ
ブ
ジ
ェ
。
普
段
コ

ピ
ス
に
行
っ
て
も
特
に
気
に
す
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
表
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待
ち
合
わ
す
雑
踏
の
街
春
の
雪

遠
山
河
墨
絵
の
如
し
宵
の
春

日
溜
り
の
妖
精
一
つ
蕗
の
薹

望
郷
や
今
宵
肴
に
蕗
の
薹

抽
斗
に
お
手
玉
二
つ
針
供
養

湯
た
ん
ぽ
や
生
き
る
幸
せ
朝
寝
し
て

五
、六
こ
の
柚
子
を
浮
か
べ
て
冬
至
湯
に

秋
刀
魚
焼
く
焦
げ
の
香
残
す
厨
か
な

鐘
楼
や
霞
め
る
今
日
の
響
き
あ
り

大
台
の
八
十
路
迎
え
て
二
月
尽

決
起
せ
し
将
兵
共
や
春
の
雪

春
の
雪
身か
ら
だ体

に
沁
み
る
昨
日
今
日

ふ
る
さ
と
の
追
憶
浮
ぶ
朧
月

芽
吹
き
色
あ
れ
か
こ
れ
か
の
パス
テ
ル
画

嫁
ぎ
来
て
夫
の
優
し
き
春
の
園

湯
豆
腐
や
一
日
終
り
て
盃
重
ね

初
日
の
出
輝
く
富
士
の
白
さ
か
な

人
も
街
も
祭
り
一
触
秩
父
山
車

蕗
の
薹
地
面
ほ
ぐ
し
て
顔
を
出
す

下げ

こ戸
上じ
ょ
う
ご戸
二
人
の
膳
や
蜆
汁

慣
は
し
の
墓
参
を
か
ね
て
初
詣
で
受
く
る
護
摩
ふ
だ(

無
病
息
災)

初
春
の
空
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
そ
め
て
九
十
一
歳
の
一
歩
踏
み
だ
す

木
枯
ら
し
や
石
焼
き
芋
を
ふ
と
こ
ろ
に
妻
の
待
ち
い
る
家
路
を
急
ぐ

婆
の
つ
く
る
豚
汁
好
き
と
お
か
は
り
し
た
幼
い
孫
も
年十
二
才女

な
り

お
み
く
じ
の
衣
ま
と
ひ
て
そ
ち
こ
ち
に
蠟
梅
の
香
の
ひ
そ
か
に
匂
い
来

幽
か
な
る
風
に
ひ
ら
ひ
ら
舞
ふ
落
ち
葉
踏
み
し
め
生
き
ろ
と
わ
が
足
も
と
に

病
む
友
は(

延
命
処
置)

と
ひ
と
言
を
辛
さ
を
こ
ら
え
て
目
と
目
の
会
話

寒
つ
ば
き
北
風
遮
る
陽
だ
ま
り
に
ひ
と
と
き
の
春
妻
と
た
の
し
む

孫
に
手
を
ひ
か
れ
て
鎮
守
に
初
詣
で
長
寿
を
祈
り
柏
手
を
打
つ

コ
ー
ト
脱
ぎ
荒
石
踏
め
ば
み
遷う
つ

り
の
白
木
清す
が
し
き
伊
勢
の
朝あ
さ

光か
げ

祖
父
江
桂
子

内

藤

歌

野

星

野

一

郎

村
上
美
奈
子

岩

阪

幸

代

森

下
　

茂

山
口
み
さ
子

田

中

紀

彦

高

山

正

彦

町

田

勝

男

【
編
集
後
記
】

♠
今
月
か
ら
手
話
コ
ー
ナ
ー
（
右

ペ
ー
ジ
）
が
始
ま
り
ま
し
た
！
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
高
波
さ
ん

は
と
っ
て
も
明
る
く
素
敵
な
人
で

す
。
動
画
を
ス
マ
ホ
が
な
く
て
も

Youtube

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
て
、
広
報
み
よ
し
が
埼
玉
県
で
３

冠
に
な
り
、
多
く
の
人
か
ら
「
お
め

で
と
う
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
声
が
活
力
と
な

り
「
も
っ
と
い
い
も
の
を
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
役
場
一
階
ロ

ビ
ー
に
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
コ
メ

ン
ト
つ
き
で
展
示
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
佐
久
間
）

♥
今
回
の
み
よ
し
ご
は
ん
は
春
ら
し

く
「
菜
の
花
」
を
使
用
し
た
料
理
に

し
ま
し
た
。
簡
単
に
旬
の
食
材
が
楽

し
め
る
お
す
す
め
レ
シ
ピ
で
す
。
三

芳
で
は
竹
間
沢
地
区
で
菜
の
花
が
自

由
に
摘
み
取
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

す
。(

先
月
号
参
照)

摘
ん
で
楽
し
い
、

食
べ
て
美
味
し
い
。
三
芳
の
味み

力り
ょ
くを

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。（
大
木
）

約 40年前に撮影したものです。まだ
まだ畑が残っている様子がわかります。
手前の建物は第1保育所です。奥には
「ワールド」というお店の看板が見えま
す。スポーツ用品や文房具を扱うこの
お店。移転はしましたが、現在も藤久
保小の近くにあります。

藤久保小屋上からの景色

みよし
今昔写真館

昔の写真を探しています。秘書広報室まで
ご連絡ください。☎258-0019（代表）

菜の花とベーコンの炒めもの
春の味覚を堪能

➊�菜の花を沸騰したお湯でサッと茹でて、水にさらす。
➋�菜の花の水気を絞る。食べやすい長さにカットする。
➌�フライパンにオリーブオイルとニンニクを入れ、弱火にかけ、香り

が出てきたらベーコンを加え、炒める。
➍�火を中火に強め、菜の花を加え、菜の花に油がなじんだら、塩、コ

ショウで味を整えれば出来上がり。

みよしごはん
お手軽で簡単な料理をご紹介！

作り方

【材料】(2 ～ 3 人前 )
菜の花･････････････ 1 束
ベーコン･･･････････ 5 枚
オリーブオイル ･･･ 大さじ1
ニンニク･･･････････ 1 片
塩 ･ コショウ･･･････ 適量

ヨガ、ピラティス、気功を織りま
ぜたゆったりとしたエクササイズ
です。日第2、4木曜日10:30～
11:30所藤久保公民館　2階和室
料4,000円/3か月
問合

ごう
田
だ

☎258-1751
　　　　090-4591-8330

小学1年生～男女問わず会員を募
集しています。初心者大歓迎。防
具の貸出もあり。
日毎週水、日曜日
所藤久保1区集会所、唐沢小体育館
料1,000円/月
問志村☎258-4465

「藤久保剣道会」会員募集

まちの掲示板

ゆったりヨガ会員募集

紙
に
な
っ
て
改
め
て
見
て
み
る
と

暖
か
み
が
あ
っ
て
優
し
い
気
持
ち

に
な
れ
る
、
す
ご
く
良
い
も
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｍ
さ
ん
）

あ
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
「
芽
が

出
た
ば
か
り
の
つ
ぼ
み
」

だ
っ
た
こ
と
を
広
報
で
初
め
て

知
っ
た
人
も
多
か
っ
た
み
た
い
だ

よ
。
今
度
コ
ピ
ス
み
よ
し
に
行
く

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
じ
っ
く

り
見
て
み
て
ね
！

三芳野草の会では山野草展を開催
します。今年は春のみの展示です。
ぜひご覧ください。
日4月26日㈯･27日㈰
　10:00～17:00
所藤久保公民館ロビー
問小島☎258-8354

三芳野草の会

【まちの掲示板掲載について】宗教団体・政治団体・営利目的の投稿はご遠慮ください。
１団体につき、年間１回まで先着順で掲載できます。※ 100 字以内。要点のみの掲載と
なる場合もあります。予めご了承ください。◆紙面の予約は前々月の 10 日まで受け付け
ます。なお、予約は先着順となりますのでご了承ください。（土・日・祝日の場合はその
前日）【申込み・問い合わせ】秘書広報室☎ 258-0019（内線 313）

群馬県妙義山へ。岩峰連なる絶景
を楽しみながら、初心者コースを
歩きましょう。説明会を5月6日㈫
18:00から鶴瀬コミセンで実施。
日5月11日㈰鶴瀬駅西口6:00発
料5,000円(バス、保険代含む)
申石塚☎253-4643

「富士見市峠山の会」
公開ハイキング

みんなの広場
Everyone

手話で広げよう心の輪
〜新しい言語「手話」はじめませんか？〜

高波 美鈴さん

三芳町在住。1971 年滋賀県大津市生。両親
も兄もろう者でデフファミリー。手話の普及
のため手話研究をし、渡米・欧。帰国後、国
際手話＆アメリカ手話などの手話通訳で活
躍。現在は三芳町、富士見市共催の手話講座
の講師として活躍中。

―　AR はここから下をかざすとはじまります　―

この手の形は「花」
です。今回のAR

では春のお話を手話
でお届けします。

今月から新しいコーナーが始まりました。このコーナーでは住
民の皆さんに「手話」を身近に感じてもらうために、町内在住
の高波美鈴さんに協力いただき、手話を AR 動画と Youtube で
楽しみながら学んでもらおうという企画です。今月のテーマは

“春”です。入園、入学、入社。桜を見ながら花見、宴会と楽し
いことがいっぱいです。しかし、花粉症でつらい季節ですね。
Youtube で手話による AR 導入方法や AR 動画を見られます。

http://p.tl/jcpP

【写真提供】藤久保在住：山本久子さん



子ども通信

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

なかよし広場

０歳児
ねんねひろば

4/11 ㈮・18 ㈮
30 ㈬

10:00 ～ 12:00
　　

予約不要
部屋での自由遊び
11:15 ～絵本の読み聞かせ、歌や手遊び、ふれ
あい遊びを行います。
所 藤久保児童館

０歳児
ハイハイひろば

4/8 ㈫・17 ㈭
24 ㈭

１歳児 4/10 ㈭・15 ㈫
21 ㈪

２歳児～ 4/9 ㈬・16 ㈬
22 ㈫

0 ～ 5 歳児 開室日の午後利用できます
※ 4/1㈫～ 4 ㈮は午前中も利用できます

わくわくタイム 0 ～ 5 歳児 4/7 ㈪・14 ㈪
23 ㈬ ･28 ㈪ 10:00 ～ 12:00 23 ㈬は誕生会 11:00 ～ ( 入場は 10:50 まで )

所 藤久保児童館
なかよし講座

『親子でリズム体操』 2 歳～ 5 歳児 4/25 ㈮ 10:30 ～ 11:30 要予約　先着 15 組　3/17 ㈪から受付開始
所 藤久保児童館

☎ 258-5106 258-5106　●子育て支援センター

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

中
央
図
書
館

ぐりぐらタイム
①②第 1･3 金曜日

①６か月～１歳 4/4 ㈮・18 ㈮
5/2 ㈮

11:00 ～ 11:15
絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介
さまざまな本に楽しく出会え、「聞く力」も伸び
るように工夫した内容です。
①②保護者同伴

②２･ ３歳～ 11:20 ～ 11:40
ぐりぐらタイム
第１土曜日
第４火曜日

３歳～小学生
4/5 ㈯・5/3 ㈯ 10:30 ～ 11:00

4/22 ㈫ 16:00 ～ 16:30

としょかんくらぶ
小学 1・2 年生

4/26 ㈯
10:10 ～ 11:00 読み聞かせ、ブックトーク。本の世界の楽しさ

を知り、一人で読む力もつくように工夫した内
容です。小学 3 ～ 6 年生 11:10 ～ 12:00

ブックスタート 平成25年12月生 4/11 ㈮ 13:00 ～ 14:30 4 か月児健診後、保健センターにて
ブックスタートプラス 平成23年9月生 4/8 ㈫ 13:30 ～ 15:30 2 歳児歯科健診後、中央図書館にて

竹
間
沢
分
館

スイミーおはなし会 ４歳～小学生 4/19 ㈯ 10:30 ～ 11:00 絵本・紙芝居・ブックトーク

ぐりぐら絵本タイム
６か月～２歳

お休み 10:30 ～ 10:45 絵本、おすすめ本紹介。竹間沢児童館「あそび
の部屋」会場で行います。２歳～就園前

●中央図書館☎ 258-6464 258-6488　 ●竹間沢分館☎ 274-1722 274-1722　

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

北
永
井

新入生ハッスルタイム 小学 1 年生 4/15 ㈫～ 18 ㈮ 14:00 ～ 15:00 新 1年生集合～！工作、レクゲームなどで遊ぼう！

春のちびっこ映画会 乳幼児親子 4/23 ㈬ 10:30 ～ 11:30 アンパンマンやディズニーなど小さい子向けの
短編映画（10 分位）を上映。お気軽にどうぞ！

藤
久
保

新入生ハッスルタイム 小学 1 年生 4/15 ㈫～ 18 ㈮ 14:00 ～ 15:00 新 1年生集合～！工作、レクゲームなどで遊ぼう！

おはなしマイム 乳幼児親子
新１年生 4/16 ㈬ 14:30 ～ 15:30 今年も楽しい“アボちゃん”が来てくれるよ！

パントマイムやおはなし劇など行います。
親子であそぼう 乳幼児親子 4/18 ㈮ 10:30 ～ 11:30 手あそびやみんなが大好きな体操。自由遊び。

作ろうデー①
年長児親子
小学生以上

4/23 ㈬ 15:30 ～ 16:30 簡単工作 予

春のかだん作り 全年齢 4/30 ㈬ 16:00 ～ 16:45 種まき・グリーンカーテン作り。

竹
間
沢

新入生とみんなで遊
ぼうタイム 小学生以上 4/16 ㈬

4/17 ㈭ 15:00 ～ 16:00 来館児童と1年生の交流タイム。みんなでいろい
ろな遊びを楽しもう！

夏野菜を作ろう 小学生以上 4/19 ㈯ 14:00 ～ 15:00 夏採り野菜のきゅうりやトマトの苗を植えよう !!

３
館
共
通

新入生歓迎会
新 1 年生、

小学生以上、幼児、
保護者

4/12 ㈯
14:00 ～ 16:00
藤久保児童館は

10:30 ～ 12:00

新 1 年生の歓迎会を開きます。児童館の紹介と
使い方、あそびの名人の紹介、レクゲームなど。
参加したい新 1 年生は、各児童館へ申し込んで
ください。

ひよこクラス
( 全 12 回 )

　生後 6 か月～
2 歳未満

5/21 ～ 10/8 の
水曜日

10:30 ～ 11:30

定員各 70 組 ( 登録制 )。複数児童館への申し込
み不可。申込み :4/1 ㈫～ 12 日㈯に各児童館に
来館のうえ、申し込みください。電話や代理で
の申し込みはできません。発表 :4/18 ㈮から各
児童館に掲示しますので、確認をお願いします。

コアラクラス
( 全 12 回 ) 2 歳以上 5/22 ～ 10/8 の

木曜日

内　容 対　象 日　程 時　間 備　考
４か月児健診 平成 25 年12 月生 4/11 ㈮

受付
13:00 ～ 13:40
（時間厳守）

保健センター
母子健康手帳

１歳６か月児健診・３歳児健診は、コップ、歯
ブラシを持ってきてください。

10 か月児健診 平成 25 年 6 月生 4/18 ㈮
１歳６か月児健診 平成 24 年 9 月生 4/4 ㈮
２歳児歯科健診 平成 23 年 9 月生 4/8 ㈫
３歳児健診 平成 22 年 9 月生 4/15 ㈫

●保健センター☎ 258-1236 258-5994　

■児童館の行事は基本的に参加無料です。行事によっては年齢制限や定員設定、参加費等が必要な場合があります。
　詳しくは各児童館へお問い合わせください。また、来館する際は車に気をつけて来てください。
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子ども通信
Child

●北永井児童館 ☎258-9962 ●藤久保児童館 ☎258-9965 ●竹間沢児童館 ☎259-8315

予
…
要
予
約　
料
…
料
金　
定
…
定
員　
所
…
場
所　

図書館
イベントレポート

小さなころから読書を
ブックスタートプラス

３月 11 日㈫、２歳児歯科健診後に図書館で行われている「ブック
スタートプラス」。この日は前月が大雪に見舞われたため、多くの
親子が参加しました。読み聞かせを行っているのは皆さんボラン
ティア。おそろいのエプロンで子どもたちをお出迎えしています。

【
重
要
な
お
知
ら
せ
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
４
月
１
日
か
ら
藤
久
保
児
童
館
２
階
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
４
月
14
日
か
ら
竹
間
沢
児
童

館
内
に
、
み
ど
り
学
園
が
４
月
28
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

読み聞かせを行う絵本
は「はけたよはけたよ」
と「ぞうくんのさん
ぽ」。このうち気に入っ
た１冊をプレゼント。

児童館
イベントレポート

必要とする人の元へ
リサイクル広場

3 月 5 日㈬、北永井児童館でリサイクル広場が行われ、多くの人が
訪れました。寄付してもらった子ども服やおもちゃを無料で必要な
人に分けるこのイベント。パパママは子どもの成長を感じながら新
しい服選びを楽しんでいました。

お気に入りのおもちゃ
を掴んで離さない赤
ちゃんや、自分の洋服
を楽しそうに選ぶ子ど
もの姿も見られました。

前
期
あ
そ
び
の
へ
や

【お知らせ】4/1 ㈫から子育て支援センターの広場等は藤久保児童館 2 階でスタートします。



2 月 5日㊌にスマート ICフル化等促進会議が開催され
ました。この会議は、三芳スマート ICのフル化、車種
拡大、周辺道路環境の整備等に向けた各種の活動に賛
同する団体で構成されています。地域住民の利便性向
上、地域経済活性化のために活発な意見交換が行われ
ました。スマートＩＣフル化などへの検討状況につい
ては今後もホームページ、広報等でお知らせします。

消防団員の不足と町外で働く人の増加で、昼間の火災に
出動できない状況改善のため町消防団ＯＢらに任務を限
定して活動してもらう「機能別消防団員制度」が発足し、
２月６日㊍に辞令交付式が行われました。今までボラン
ティアでサポートしていた町消防団ＯＢの消防車両の運
転、同乗ができないなどの制約がこの制度によりなくな
り、万が一の場合の公的補償もされることとなりました。

より便利により豊かに　　　　　
スマートICフル化等促進会議町のためにベテランの力を

三芳町消防団機能別団員制度発足

↓会議には19団体が参加し、様々な意見が出ました。↓辞令交付を受けた竹間沢地区の消防団OBメンバー(前列左右の4人)。

2 月 23 日㊐ふじみ野市立大井東
中学校をスタート・ゴールとする
5 区間 21.2km のコースを舞台
に第 45回入間東部地区駅伝競走
大会が開催されました。88 チー
ムが参加し、各チーム襷の受け渡
し時には「頼んだぞ！」「行け！」
と声をかけ、襷を受け取った走者
はその思いを乗せ、力強く走り出
していく様子が見られました。

第45回入間東部駅伝競走大会

襷
たすき

に思い乗せ
力を合わせ、繋いだ心

↓一般の部優勝チームは「TEAM藤
見西」。1時間 8分 11秒の好タイム
でした。おめでとうございます。

↓非常用保存水96本に加え、赤絨毯も寄贈されました。

東日本大震災を忘れない
藤久保中後援会が非常用保存水寄贈

東日本大震災からちょうど 3年目の 3月 11 日㊋、藤
久保中学校後援会から藤久保中学校に非常用保存水が
寄贈されました。保存水は地域の空き缶回収の収益金
から購入したもので、震災を教訓に、もしもの時の備
えとして役立ててほしいという後援会の願いが込めら
れています。「防災対策は学校も力を入れているところ
であり、今回の寄贈は大変ありがたい」と藤本校長先生。

先人の知恵を世界に届ける
セネガルのエコビレッジ庁長官来町

仲間と共に楽しく学ぶ
高齢大学修了式

2 月 24日㊊、セネガルから国家エコビレッジ庁長官が
来町し、三富新田の循環型農業や農業の 6次産業化な
どを視察しました。セネガルでは環境と経済が調和し
た村落開発を推進しており、セネガルと三富が共に平
地であることから先進地を参考にしたいと今回の視察
となりました。落ち葉を堆肥に使用する町伝統の仕組
みにとても興味を持った様子でした。

2月 27日㊍に藤久保公民館で高齢大学の修了式が行わ
れました。藤久保 ･中央 ･ 竹間沢の各教室の合同で行
われ、修了者は 206人。シルバー世代の皆さんにいつ
までも、はつらつと活躍してもらうための学習の場で
ある高齢大学。皆さんたくさんの仲間を得て、自らの
知識を深めました。「来年度も参加したいですね」との
声が多く聞かれました。

↓長官にみらいくんとのぞみちゃんのぬいぐるみをプレゼント。

↓最後に記念写真を撮影。皆さん素敵な笑顔です。(写真は藤久保教室)

2 月 14 日㊎、視覚障がい者普及啓発講演会として盲
目のスーダン人アブディン氏の講演会が行われました。
この日は大雪に見舞われましたが、足元の悪い中、多
くの参加者が訪れ、アブディン氏の「見えなければ見
えてこない日本のおもしろさ」の話にすっかり聞き入っ
ていました。質疑応答の際には質問が相次ぎ、大盛況
でした。

見えなければ見えてこないもの
盲目のスーダン人アブディン氏講演会

↓アブディンさんの楽しい話に会場は何度も笑いに包まれました。

写真提供協力 : ふじみ野市 ･富士見市

フォトニュース
Photo

町で行われたイベントや活動をお届けします！広報に掲載された人で
希望者には、写真を差し上げますので、秘書広報室にご連絡ください。
【問い合わせ】秘書広報室　☎049-258-0019(内線314)

スマホをかざすと

写真が動く
紙面に掲載されている映写機マークがある写真をスマホでかざす
と写真が動く「AR」を導入しています。体験するには「Aurasma」
アプリが必要です。導入方法などは町ホームページをご覧くださ
い。『AR 三芳町』で検索！
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人口と世帯 ( 平成 26 年 2 月末現在 )
人口：38,216 人
( 男 19,156 人 / 女 19,060 人 )
世帯数：15,481 世帯

写真
大募集！

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを募集しています。（町内在住者に限ります）
住所、氏名、連絡先、お子さんの名前 ( ふりがな）・生年月日を記入し、写真を郵送またはメール (2MB 以内 ) で送付ください。

窓口でも受け付けます。※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。（写真返却不可）

ＱＲコードで簡単
に応募ができます

 

   

廣瀬　勇
ゆ う ほ

歩ちゃん
H25.2.8 生

 

 

妙圓園　琉
り

空
く

ちゃん 

H23.1.12 生

問秘書広報室☎ 258-0019 内 314
＜郵送での申込み＞〒 354-8555 秘書広報「みよしのアイドル」係
< メールでの申込み >hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp まで

広報みよし　第 926 号 4 月 1 日発行　発行人 : 三芳町長　編集：秘書広報室　☎ 049-258-0019　
〒 354-8555 埼玉県入間郡三芳町大字藤久保 1100 番地 1　http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp
配布についてのお問い合わせ：シルバー人材センター☎ 049-258-7171
声の広報みよし：朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを HP で聞くことができます。

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

 クイズ ＆アンケート

▶広報クイズ

▶アンケート

〒 354-8555
秘書広報「広報 4 月号」係
< メールでの申込み >
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
件名→「広報4月号係」まで

「〇〇〇〇交通」

■応募方法

QR コ ー ド
でクイズや
アンケート
に応募でき
ます。

Ｑ

【お店から】平日は選べるラ
ンチや旬な素材を使った料理
などをご用意しています。
今月のプレゼントは北永井にあ
る蕎麦屋の「嘉津味屋」さん。
さつまいもが収穫される季節だ
け期間限定でさつまいもコロッ
ケを販売しています。

広
報
ク
イ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
秘
書
広
報
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。
Q3　 広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください。特にARについ

ての感想をお待ちしています。

　今月のプレゼント（5名様）

Q. 

○に入る言葉を記入し、住所、氏名、年齢、「広報みよし」の感想、おた
より、ペンネームを書いて、ご応募ください。また、かわいいイラストな
ども募集していますので、どしどしご応募ください。

254
★

〒

セブンイレブン

JA

ローソン

ローソン
イムス

浄水場

三芳町
役場

嘉津味屋

嘉津味屋　三芳店　営業時間:11:30～20:00　(火曜日定休)
住所：北永井577-18　☎049-259-5355

クイズ正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。当選者にはプレゼントの引
換券を発送します。(商品の発送はいたしません。）引換券をお店に持参し、プレ
ゼントと交換してください。

範囲限定デリバリーをしています。お気
軽にお電話ください。

500円分お食事券嘉津味屋　三芳店

町田　花
か の ん

穏ちゃん
H25.6.10 生

大石　航
わたる

ちゃん (H22.1.31 生）

　　　優
ゆう

ちゃん (H25.1.16 生）

（
前
回
の
答
え
） 
「
雑
木
林
」
。
17
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

秋から試行運転予定の新しい公共交通をなんと言う？

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

佐々木　圭
けいすけ

亮ちゃん (H21.6.6 生）

　　　大
たいせい

誠ちゃん (H25.3.1 生）
越石　大

た い が
雅ちゃん (H23.5.29 生）

　　　凌
りょうが

雅ちゃん (H25.12.17 生）

広報みよしの『取材・紙面編集・写真撮影・デザイン・レイアウト・文書作成・画像加工・校正』など印刷以外の作業は、全て広報担当職員が行っています。
AR（拡張現実）も『動画撮影・編集・ARへの同期作業』など全ての作業を広報担当職員が行い、印刷・製本以外の費用は一切かけずに、低コストで広報みよしをお届けしています。

ア
イ
ド
ル
の
子
ど
も
た
ち
全
員
が
入
る
よ
う
に
か
ざ
す
と
今
月
号
の
目
次
が
浮
き
出
し
ま
す
。
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